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平成26年第６回太子町議会定例会（第453回町議会）会議録（第２日） 

平成26年12月１日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 一般質問 

                本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 

会議に出席した議員        

  １番   中 薮 清 志         ２番   堀   卓 史 

  ３番   藤 澤 元之介         ４番   首 藤 佳 隆 

  ５番   福 井 輝 昭         ６番   森 田 眞 一 

  ７番   平 田 孝 義         ８番   吉 田 日出夫 

  ９番   井 川 芳 昭        １０番   清 原 良 典 

 １１番   中 島 貞 次        １２番   服 部 千 秋 

 １３番   井 村 淳 子        １４番   佐 野 芳 彦 

 １５番   中 井 政 喜        １６番   橋 本 恭 子 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  岡 田 俊 彦     書     記  北   陽一郎 

 書     記  八 木 智 晴 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  北 川 嘉 明     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  堀   恭 一 

 生活福祉部長  井 手 俊 郎     経済建設部長  堂 本 正 広 

 教 育 次 長  宗 野 祐 幸     財 政 課 長  森 川   勝 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前９時58分） 

○議長（橋本恭子） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成26年第６回太子町議会定例会第２日目

におそろいで御出席いただき、ありがとうご

ざいます。 

 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成26年第

６回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（橋本恭子） 日程第１、一般質問を

行います。 

 質問されます議員諸君に申し上げます。 

 質問は一問一答方式で行います。質問、答

弁が終わるまで一般質問席でお願いします。 

 なお、念のため申し添えますが、質問、答

弁は簡潔明快にお願いいたします。 

 さらに、今期定例会では時間制により質問

を行うこととなっておりますので、よろしく

お願いします。 

 それでは、順番に発言を許します。 

 まず、森田眞一議員。 

○森田眞一議員 ６番森田眞一です。 

 介護が必要となっても住みなれた地域や自

宅で暮らし続けたいに応えるため、地域包括
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ケアシステムの構築にどう取り組むかについ

て質問いたします。 

 高齢者の多くは、やがて自分自身や配偶者

が自立した生活が難しくなったとき、どうな

るんだろう、どうすればいいんだろうという

不安を持っております。まして、最近だんだ

ん増加しております高齢者だけの世帯とかひ

とり暮らしの高齢者の方ならなおさらだろう

というふうに思います。そして、その多くは

介護が必要となっても、子供たちに余り迷惑

をかけたくなく、できれば住みなれたこの地

域やこの家で最後まで暮らせたらと望んでい

ると思います。 

 この不安の解消や望みを実現し、高齢者だ

けでなく、みんなが介護の心配をすることな

く安心して暮らすことができる地域づくりに

は、高齢者福祉施設の充足や医療、介護、生

活支援の一貫したケア体制、地域包括ケアシ

ステムの構築は欠かせないものと思います。 

 現在、兵庫県下でも高齢化率は比較的低い

当町ですが、あと４年後の平成30年には４人

に１人が高齢者となり、その後も急速に高齢

化が進むことが推測されることから、システ

ムの構築を急がねばならないというふうに考

えます。 

 また、７年前、認知症で徘回中の91歳の夫

が電車にはねられ死亡する事故がありまし

た。これに対して、今年４月名古屋高裁は当

時介護をしていた85歳の妻が監督を怠ったた

めだとして、妻に対して鉄道会社へ賠償を支

払う判決を出しました。 

 この判決については、賛否両論、大きな反

響を呼びましたが、高齢の介護者だけでな

く、家族にとって徘回を四六時中監視するこ

とは大変な負担であり、より多くの目で見守

ることができれば、不安を少しは軽減できる

と思います。 

 そこで、当町の介護サービスの整備目標及

びその確保策と高齢者の総合的な保健福祉施

策の方向性を定めたやすらぎ太子ひまわりプ

ラン2012の計画期間――これは３年ですが―

―ほぼ終了するこの時期に当たって、次のこ

とを問います。 

 １番、当町における介護が必要な65歳以上

の高齢者がいる世帯数と、そのうち介護も

65歳以上という世帯は何世帯か。また、65歳

から５歳刻みで各年代ごとの介護認定者数と

その比率をまず問います。 

 ２番、介護支援づくりとして計画したサー

ビス基盤整備は、計画どおり達成できたか。

また、厚労省の最近の発表では、特別養護老

人ホームへの入所希望待機者が全国で52万

2,000人あるとしていますが、当町の状況は

どうでしょうか。そして、その他のサービス

においても十分利用者の要望に応えられてい

るかどうかお聞きします。 

 ３番、地域密着型サービスの充実として項

目に上げている定期巡回・随時対応型訪問介

護看護サービス及び１つの事業所から複数の

サービスが提供される複合型サービスについ

ては検討しているとしておりますが、検討の

結果はどうでしたか。 

 ４番、認知症による徘回を地域全体で見守

るためには、情報をもっと積極的に広く地域

の方に伝え、協力を得やすくする体制が必要

ではないかというふうに思います。地域の見

守りについての現状と方針はいかがか。 

 ５番、地域包括支援センターは、地域包括

ケアシステムを構築する上で中核になる機関

だと思います。センターの機能充実はどこま

で図られたか、また全体として高齢化のピー

クを迎える10年後をめどに、地域包括ケアシ

ステムが十分に機能してる社会の実現を目指

すとしておりますが、それには今後町として

何が必要であって、それにどのように取り組

んでいくのかお伺いします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） それでは、私

のほうから１番から５番まで続けてお答えを

させていただきます。 

 まず、介護が必要な65歳以上の高齢者がい

る世帯数は、現在1,071世帯となります。ま

た、いずれも65歳以上の２人世帯で、どちら

かに要支援、要介護認定を受けている世帯数



－47－ 

は234世帯でございます。 

 次に、５歳刻みの認定者数とその比率でご

ざいますが、65歳から69歳の方が56名、

4.65％、70歳から74歳、143名、11.87％、

75歳から79歳、196人、16.27％、80歳から

84歳、299人、24.83％、85歳から89歳、

285人、23.67％、90歳から94歳、163人、

13.53％、95歳から99歳、53人、4.40％、

100歳から105歳、８名、0.66％、105歳から

110歳、１名、0.08％となっております。 

 次に、２番目の御質問でございます。 

 サービス基盤整備につきましては、広域型

の介護老人福祉施設では、町内の特養１施設

が、予定しておりました30床の増床が未整備

となっております。 

 あと通所介護施設、これデイサービスでご

ざいますが、こちらでは予定より４施設、

62人の定員増となっております。 

 そして、短期入所生活介護施設、ショート

ステイでございますが、こちらでは予定どお

りの20床の増床となっております。 

 次に、地域密着型につきましては、地域密

着型介護老人福祉施設では予定より20床の増

床、また認知症対応型共同生活介護施設、こ

れ認知症のグループホームでございますが、

こちらにおいても予定どおり18床の増床とな

っております。 

 そして、小規模多機能型の居宅介護施設に

つきましては、太子西圏域の25定員、１施設

が未整備となっておりますが、現在開設につ

いての協議中でありますので、近いうちに達

成できる見込みと思っております。 

 また、介護施設ではございませんが、主に

自立あるいは軽度の要介護状態の高齢者を受

け入れますサービス付き高齢者向け住宅、こ

ちらのほうも現在町内で増えてきておりま

す。 

 次に、特別養護老人ホーム入所者の待機者

数でございますが、７月末現在で要介護３以

上の方では116名、うち在宅待機者が37名と

なっております。 

 次に、３番目の御質問でございます。 

 定期巡回・随時対応型訪問介護看護は、重

度者を初めとした要介護高齢者の在宅生活を

支えるため、日中、夜間を通じて訪問介護と

訪問看護を一体的に、またはそれぞれが密接

に連携しながら定期巡回訪問と随時の対応を

行うものでありますが、訪問看護ステーショ

ンの中には24時間対応になっていないところ

も多く、24時間、365日対応できる事業所が

ないなど、介護看護サービスの一体的提供を

行えるノウハウが完成するにはまだ少し時間

がかかると思われます。 

 しかし、これまでの訪問介護で弱点であっ

た、時間になったら帰ってしまう、また次の

訪問まで間隔があく等が24時間サービスによ

ってカバーすることができ、家賃などが発生

しない分、施設の居住系サービスを利用する

場合に比べると本人の負担も少ないことか

ら、サービス基盤が整備されれば、それなり

のニーズはあるものと推計されますので、連

携が可能な事業所の開拓が今後さらに重要に

なると考えております。 

 次に、複合サービスにつきましては、小規

模多機能型居宅介護と訪問看護の複数のサー

ビスを組み合わせた複合型事業所を創設し、

看護と介護サービスの一体的な提供により、

医療ニーズの高い要介護者への支援の充実を

図るものですが、医療が必要な人、重度の要

介護者、ひとり暮らし、老老介護世帯が地域

で安心して暮らすためには、医療ニーズの高

い利用者に対して看護職による訪問を十分に

実施できることが在宅復帰支援機能の充実に

つながることから、事業所に対し複合サービ

スへの参入を働きかける必要があると考えま

す。 

 しかしながら、看護職員、介護職員の新規

確保が困難、また看護職員の夜間の対応が困

難など課題は大きく、即座に対応していくこ

とはなかなか困難な状況でございます。 

 次に、４番目の御質問でございます。 

 認知症等により徘回のおそれのある高齢者

等が行方不明となった場合に、地域の支援を

得て早期に発見できるよう協力体制を整える
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高齢者等徘回ＳＯＳネットワークの構築を進

めているところでございます。 

 具体的には、徘回のおそれのある方につい

て、事前に家族等から登録をしていただき、

その方が徘回によって行方不明になったとき

は、家族の方が警察に相談するとともに役場

は捜索の連携協力を行い、ネットワーク関連

機関である西はりま消防組合、太子町消防

団、52の高齢者等見守りネットワーク協力事

業所等へ協力依頼をするとともに、自治会放

送等を通じて情報提供を呼びかける流れにな

っております。 

 なお、個人情報の公開は登録時に同意を得

る形式としておりますが、個人情報保護の観

点にも留意しながら、全てを公開するかは家

族と相談し、ケース・バイ・ケースで対応す

る予定にしております。 

 最後に、５番目でございます。 

 地域包括支援センターについてでございま

すが、高齢化の進展、またそれに伴う相談件

数の増加等を勘案し、地域包括支援センター

機能を今後強化する課題といたしましては、

人員体制を業務量に応じて適切に配置する必

要があります。 

 現在、センター職員はさわやか健康課の老

人福祉係と兼務状態で勤務しており、現時点

において職員数では介護保険法施行規則の基

準からも十分と言える状況ではございませ

ん。 

 さらに、介護保険制度改正により、現在の

業務に加え、地域ケア会議の充実、在宅医療

介護連携の推進、認知症施策の推進等図る必

要があります。 

 それぞれの役割に応じた適切な人員体制の

充実強化を図るため、新たに生活支援サービ

スコーディネーターや認知症地域支援推進員

の配置が必要となります。 

 また、地域包括ケアシステムを構築してい

くためには、地域の多様な支える力を集結さ

せ、地域の自主性や主体性を持って、高齢者

が住みなれた地域で生活が継続できる環境を

整えていく必要があり、今後も医師会や介護

事業所、シルバー人材センター、社会福祉協

議会、ボランティア団体と連携を図り、機能

強化が必要と考えます。 

 このようにして、高齢者の生きがいや介護

予防に安心して取り組める環境を整えること

により、元気に老人クラブやボランティア活

動など社会参加をしていただきたいと思いま

す。 

 そのためには、さわやか健康課だけでな

く、町全体のまちづくり施策として全町的に

取り組めるように、町内の地域ケア推進会議

を実施していきたいと考えます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 丁寧に答えていただいてあ

りがとうございます。 

 その中で、特に３番の定期巡回・随時対応

型訪問介護看護サービスについて再度お聞き

したいと思うんですけれども、今後おっしゃ

ってましたように高齢化がますます進む中

で、地域密着型サービスや居宅での介護がま

すます重要視されてくるというふうに思いま

す。 

 それで、介護は24時間四六時中のことでご

ざいまして、特に居宅での夜間の介護は本当

に負担が大きく、また不安も高まってまいり

ます。 

 そういうことで、殊に老老介護にあって

は、排尿やおむつ交換等、ちょっとそのとき

助けていただいたら本当に助かるのになとい

うこと、それから退院してきて間もないとき

などは、自宅での看護が非常に不安でありま

す。 

 そういうときに、夜間等に看護が巡回され

るということは非常にありがたいことであ

り、安心して退院後の看護が家族においても

居宅においてできるというふうに考えます。 

 そういうことで、ぜひこの定期巡回・随時

対応型訪問介護看護、これについて実現して

いただきたいというふうに思うのですけれど

も、今答弁の中でそういう事業所等少なく、

また体制が整いにくいというふうなこともあ
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りまして、なかなか現実ではまだここまで行

ってるところが少ないというふうに思いま

す。 

 答弁ではそういうものを実現させていきた

いということでありましたけれども、ぜひこ

れはやっていただいて、本当に在宅で看護、

介護する者にとって安心できる状況に持って

きていただきたいと思いますので、再度これ

についての町の力の入れ方っていうものをお

聞きしたいと思うんです。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） この24時間定

期巡回、また随時対応型サービスっていうの

は、やはりこれから在宅生活を支えていく上

では非常に大切な事業でございます。 

 この事業は、やはり在宅において一番ネッ

クとなっております医療的ケアの頻度の高い

人、特に定期的なインスリンの注射をやって

おられる方、また薬の定期的な服薬、そして

水分補給が定期的に必要な方、こういう方の

認知症を対応するためには、非常に小まめ

に、短時間でもいいですから回数を訪問する

という、こういうのが絶対的な条件となって

まいります。大体、１カ所おおむね30分以内

というふうに言われておりますが、先ほども

申しましたように、この事業所、今県内で私

が知る限りでは６カ所しかございません。 

 こういうふうな状況の中で、やはり今先ほ

ども申しましたように、まずスタッフの問

題、看護師、介護士が非常に不足していると

いう問題、それとやはり事業所そのものの採

算の問題、こういうふうなのが大きなネック

となっておりまして、またこの事業は地域支

援事業ということで、町長が指定する事業所

となっております。特に町民の方しか使えな

いというそういう性格の施設ですんで、町内

の事業所さんにこういうふうな事業参入を働

きかけても、なかなか難しいのがございま

す。 

 しかし、そういうことも言っておられませ

んので、これ以上に積極的に町内の事業所さ

んに御無理も言いますけども働きかけていき

たいというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 森田眞一議員。 

○森田眞一議員 ぜひそういうふうに積極的

に町として進めていっていきたいというふう

に思います。 

 それと、もう一点抜けておりましたけれど

も、その地域包括支援センターのことですけ

れども、以前に福祉文教常任委員会のほうで

これについて調査したことがございますんで

すけれども、非常にＰＲが行き渡ってるかど

うか、町民の方々にこのセンターの存在その

ものがもう一つわかっていただいていないん

じゃないかというふうに思うたりもします。 

 私の質問の中でも申し上げましたように、

今後その在宅介護看護を進めていこうとする

ときに、このセンターが本当に中心になって

やってくれたと思うんです。 

 それで、家庭で何かあったときに、ここへ

相談すればいいんだ、ここが何か力をかして

くれるんだというふうなことで、安心してあ

そこだというふうに町民の方に思っていただ

けるように、このセンターのＰＲにもっと努

めていただけるようにお願いしたいと思いま

す。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（橋本恭子） 以上で森田眞一議員の

一般質問は終わりました。 

 次、首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 おはようございます。 

 ４番首藤佳隆、通告に従いまして一般質問

を行います。 

 まず、大きく１番目です。 

 犯罪を未然に防ぐ備えについて。 

 平成26年９月に神戸市長田区で起きた小１

女児殺害事件では、防犯カメラの映像が容疑

者逮捕につながったことが記憶に新しいもの

です。 

 太子町においても犯罪を未然に防ぐ備えに

ついては、子供たちの下校時の見守り活動や

学校メール配信事業、たつの警察署とも連携

した防犯パトロールなどを引き続き実施し、
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住民と行政が一体となって子供の安全と地域

の防犯対策に取り組むという方針が掲げられ

ています。 

 子供たちの下校時の見守り活動は、季節や

天候にかかわらず自治会の防犯グループや老

人クラブの会員によるボランティアさん方が

主体となって実施していただいていることに

は感謝を申し上げます。しかし、見守ってく

ださる皆様も高齢者の方が多く、夏の暑いと

きや冬の寒いとき、また大雨の中での見守り

等において、１時間も２時間も立ちっ放しで

はつらいときがあるとの声も頂戴しているこ

とも現状であります。 

 また、平成25年９月議会で防犯カメラにつ

いて質問させてもらったときには、生活福祉

部長より小・中学校周辺についても周辺自治

会に対してプライバシー保護の観点から理解

を得る必要があるため、街づくり課、教育委

員会及び各関係機関と調整し、慎重に対応し

たいとの答弁があり、教育次長からはルール

づくりといった面も含めて総合的に検討させ

ていただくとの答弁があったことを踏まえ

て、次の質問をいたします。 

 (1)子供の見守り活動をされている老人ク

ラブやＰＴＡなど各種団体のボランティアの

方から、何らかの事件、事故が起こった場合

の責任について不安があるとの声も聞いてい

るが、保険加入等の対応はどのようになって

いるか。 

 (2)26年10月より兵庫県は防犯カメラ設置

補助事業の追加募集を実施しているが、町内

各地域からの防犯カメラ設置要望の現状と今

後の設置対応について伺います。 

 (3)小・中学校への防犯カメラの設置につ

いてはどのように検討され、今後どのように

なされようとしているのか伺います。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 御質問の１番

と２番のほうを私のほうでお答えさせていた

だきます。 

 まず、町内での子供見守り活動は、現在老

人クラブ、ＰＴＡ、防犯グループ等との各種

団体の活動事業として行われておりますが、

各自治会での子供見守り活動につきましては

自治会が実施主体となり、自治会活動の一環

として行われているのが現状でございます。 

 活動中の不慮の事故や事件に対しての保険

につきましては、老人クラブの会員の方は社

会福祉協議会が加入促進しております老人ク

ラブ傷害保険が加入者のみに適用されます。 

 また、町内47の防犯グループに登録され、

かつ兵庫県の地域安全まちづくり推進委員に

登録されている方につきましては、兵庫県が

加入しております兵庫県ボランティア・市民

活動災害共済が適用となります。 

 また、活動主体が自治会の場合で、自治会

の活動報告等で当該子供見守り活動が明記さ

れている場合は、自治会活動保険の適用が受

けられます。 

 なお、補償内容等につきましては、それぞ

れの保険により差異はございます。 

 次に、２番目でございます。 

 防犯カメラでございますが、防犯カメラ設

置に向けた取り組みにつきましては、兵庫県

が平成22年度からまちづくり防犯グループ等

の地域団体に対し、地域の見守り力の向上を

図る目的で防犯カメラの設置を呼びかけ、補

助を行っております。 

 平成26年度においては、太子町１自治会が

兵庫県防犯カメラ設置補助金を申請され、兵

庫県より事業採択の決定を受けております。 

 太子町におきましては、防犯カメラの有用

性とプライバシー保護の調和を図りながら、

犯罪の抑止力を高めることを目的に、防犯カ

メラ設置補助制度の27年度実施に向け、検討

をいたしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） ３点目の御質問に

つきましては、私のほうから御答弁をさせて

いただきます。 

 学校園周辺や通学路への防犯カメラの設置

は、子供たちの安全・安心の確保という点に

おいて一定の効果が期待できるものと考えて
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おります。 

 しかしながら、設置目的の正当性、撮影、

録画の客観的必要性、方法や情報使用の相当

性や犯罪の発生する可能性と費用対効果など

さまざまな検証やルールづくりを一つ一つク

リアしていかなければならないため、現段階

においては設置に至っておりません。 

 ただし、教育委員会としましては先ほど申

し上げたとおり、犯罪抑止に向けた効果が期

待できるものと考えておりますので、町内の

学校園施設内の防犯カメラ設置については、

各学校園と運用上のルールづくりを含めた協

議も行いつつ、必要性、緊急性に応じて必要

順位をつけるなどの効果的な方法において設

置していく方向で考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 まず、１つ目ですけども、

生活福祉部長のほうから老人クラブと防犯グ

ループ、まちづくり推進員の方とか自治会の

話が出てきました。 

 そういったところで登録ちゃんとされてる

方は保険の加入もされているっていうことで

ございましたが、ＰＴＡに関してはどんな感

じでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） ＰＴＡにつきまし

ては、ＰＴＡ行事ということであれば、ＰＴ

Ａ会員の方々の保険というものはＰＴＡが入

っておりますので、それで対応できます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 登下校、特に下校のときで

すね。私も子供会の当番が当たったりしてパ

トロールさせていただくこともあります。 

 そういったときに、日々拝見していると本

当高齢の方々がよくしていただいて感謝する

んですけども、中には何か事件、事故等があ

ったときにやっぱり不安であると。責任の所

在という面においても、こっちに振られると

やっぱり困るよなっていうふうな声をお聞き

する場合があるわけです。 

 今保険のほうは、登録されている団体が明

確にあれば保険に入ってるということである

んですけども、各自治会のボランティアの

方々を見ていくと、もうほとんどの自治会が

見守っていただいてると思うんですけども、

今の生活福祉部長及び教育次長の説明で網羅

できてるんでしょうか。その辺だけちょっと

確認したいんですけど。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 先ほどお答え

しましたように、やはり自治会主体でやられ

ているのが現状かと思います。 

 先ほど自治会保険というの申しましたが、

自治会保険の対象となるべき要件といたしま

して、自治会の活動の一環でやっていただく

ということがございます。 

 その確認といたしまして、自治会のほうが

活動の実績報告等出されておりますが、ちょ

っと確認したところ、やはりほとんどの自治

会でそういう見守り活動はやられてるようで

ございますので、恐らくその辺は心配ないか

なというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 ほとんどの場合が恐らく加

入されているっていうことで安心かなとは思

うんですが、例えば町のホームページを拝見

しますと、社会教育課の担当になるんだと思

うんですが、太子町学校支援ボランティアに

登録くださいという案内ページがございま

す。 

 そこを見ていくと、この学校支援ボランテ

ィアの支援内容例というところを見ていく

と、登下校時のパトロールという支援のこと

が書いてあります。当然、学校支援ボランテ

ィアに登録すると、登録者はボランティア保

険に加入しますっていう文言が明記されてお

ります。という形で、今現状は自治会の防犯

グループであったり、老人クラブ、ＰＴＡ活

動であったり、子供会であったり、中には個

人で本当にしていていただいてる方もいらっ

しゃると思います。 
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 そういった方々が各そのグループごとに入

ってるっていうことではあるようですけど

も、例えばこの学校支援ボランティアってい

うところに１つの組織として何か登録すると

いうふうな形は考えられないでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） その学校支援ボラ

ンティアなんですが、学校内における子供に

対する補助的な見守りということで、支援ボ

ランティアのほうの方で対応していただいて

おりますので、大体その団体というよりも個

人で学校支援ボランティアに加入されてる方

が多いということでございますので、その

辺、その団体でしていただけるのかどうかと

いうのは、それも団体という中ではしていた

だいてもありかなというふうには思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 太子町には学校支援ボラン

ティアっていう制度があって、今次長のほう

からもそういった形で検討もできるのではな

いかというふうな説明であったんですけど

も、全国的に見ますと、例えば石川県の金沢

市っていうところが大きな町ですけども、そ

こは子供見守りボランティアっていう１つの

組織ですね。生活福祉部の担当であったり、

教育委員会の担当であったりっていう横の割

り振りじゃなくて、１つの組織として、子供

見守りボランティアっていう形をとっていら

っしゃいます。 

 先ほどの学校支援ボランティアっていう名

称が変わってるっていうふうな捉え方もでき

ますけども、子供見守りボランティアってい

う本当１つの組織っていうか、横のつながり

をきっちりとして１つの組織としてされると

いうところで、当然この金沢の場合は教育委

員会が主体となっているみたいです。子供見

守りボランティアを被保険者とする傷害保険

の加入手続っていうことも明記されておりま

す。 

 こういった保険に関しても、例えば見守っ

ている最中に何らかの不慮の関係で子供さん

がけがしたとかという場合の賠償責任、そう

いったところまでの保険もきちっとされてい

るようでございますんで、その辺調査研究し

ていただきまして、１つの団体にできるよう

であれば、そのほうがボランティアをされて

いる方もやっぱり安心できると思いますん

で、その辺を考慮していただきたいなと思い

ます。 

 また、そういった保険に関しての安心って

いうこともありますけども、それ以上にやっ

ぱり行政、警察がしっかりと責任を持って見

守り活動を支えていただくことで、ボランテ

ィアの皆さんの安心度も今以上に増していく

んじゃないかというふうに思います。 

 以前にも一般質問で取り上げたことがあり

ますけども、今も青色パトロールということ

も巡回していただいております。ただ、やっ

ぱり平日の午後の下校時間にあわせて巡回し

ていただくっていうことがなかなかまだでき

てないのかなというふうにも思います。長期

期間中とかはしていただいたり、おやじの会

なんかで夜間のパトロールということもして

いただいてると思いますけども、やっぱり平

日午後の下校時間ということが大切じゃない

かなというふうに思います。 

 警察のほうも人員の確保が難しいかもわか

りませんけども、できる限り巡回パトロール

をしていただけるように要望していただくっ

ていうふうなことをお願いしたいなと思いま

す。 

 続いて、防犯カメラのほうですけども、た

またま今月の「広報たいし」に地域の目を増

やしたい防犯特集ということで、本当にいい

特集を組んでいただいてると思います。 

 ただ、ここで見ていくと、さっきの保険の

ことも全然触れられてませんし、そういった

ところもう一度検討していただきたいなと思

います。 

 この中を見ていっても、防犯カメラってい

うのはやっぱり大切なんじゃないかなという

ふうな御意見載ってます。そういったことを

踏まえて、先ほど２番のところで生活福祉部
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長から平成27年度に何か制度を設けるという

ふうな説明があったんですけども、その辺も

う少し詳しくお聞かせ願えますか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 本町単独によ

ります防犯カメラ設置の補助金を今現在検討

しております。 

 今先ほども申しましたように、県が防犯カ

メラ設置補助金の補助制度を既に設けており

まして、その県の制度では補助金額８万円と

いうことになっております。 

 できれば、それと同額の随伴補助という形

で本町単独で出せたらなということを考えて

おりまして、２ケ所出すと16万円、実勢価格

的には今20万円近くでできるというふうに聞

いておりますので、ほぼ大きな持ち出しなし

で防犯カメラを設置できるんではないかなと

いうことで、今現在その詳細の部分について

は詰めております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 今27年度から太子町単独で

補助ということを考えられてるってことでご

ざいます。 

 本当、先ほど部長もおっしゃったように、

防犯カメラ20万円ぐらいで今設置できるとい

うふうに聞いておりますんで、県の補助と町

の補助、８万円、８万円で16万円、これはす

ごい自治会のほうも喜ばれるんじゃないかな

というふうに思います。 

 ただ、やっぱりプライバシー保護の観点と

かガイドラインづくり、ルールづくりという

ところも調査研究していただいてやっていか

ないといけないんだなと思うんですけども、

その辺のガイドライン的なもの、また要項の

ようなもの、そういったものの設置について

はいかがでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） この防犯カメ

ラは、前回もお話ししましたとおり、これや

はり地域住民の理解が得られないとまず設置

は不可能だと思います。 

 特に防犯カメラですんで、常時24時間撮り

続けておりますので、やはり地域住民の方に

どうしても隠し撮りという印象を与えてしま

うわけでございまして、特に収録された映像

が逆に外に流れないんだろうかとかいろんな

問題がございまして、防犯カメラの向きとか

設置方法もあるんですが、このもろもろのこ

とを１つの運用基準として定めまして、これ

を設置することが条件で補助要項の中に定め

ていきたいというふうには考えておりますの

で、当然運用の規程等もつくっていただく予

定はしております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 その辺よく検討していただ

いて、ルールづくりのほうもやっぱり周知っ

ていうのが大事だと思いますんで、その辺し

っかりと対応していただきたいなと思いま

す。 

 あと一個、ちょっと確認ですけども、部長

の答弁の中で、26年度１自治会が申請されて

適用されたっていうふうにおっしゃったと思

うんですけども、具体的にどちらのほうにつ

けられたんですか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 矢田部自治会

でございます。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 当然、その矢田部さんの自

治会のほうでつけられたっていうことは、住

民の方への周知、またルールなんかもしっか

りとされたんだと思いますけども、その辺い

い成功例というような形でほかの自治会さん

にも紹介していただきたいなというふうに思

います。 

 防犯カメラ、今度３番目の小・中学校への

設置のほうですけども、先ほど次長のほうか

らは学校園のほうとルールづくり等を話し合

った上で設置の方向で考えているというふう

な答弁だったんですけども、その辺もう少し

具体的に何か今わかってることがあればお聞

きしたいなと思います。 
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○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 来年度以降という

ことでの話で今申し上げたつもりでございま

す。 

 やはり設置するに当たっては、今生活福祉

部長も御答弁されたようにプライバシーの保

護とか、学校であれば保護者の理解、そうい

ったものが当然必要になってきます。 

 そういった上で、ルールづくり等を含め

て、それぞれの方々とも協議を行いながら設

置していかなければならないというふうに考

えておりますので、来年度以降すぐそれがで

きるかというのは今のところはまだ未確定の

要素がございますので、我々としてもそうい

った方向では一応考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 教育委員会さんのほうも県

の補助の対象でつけられるのかなというふう

に考えたりもしますけども、教育委員会の単

独の予算でということも可能なのかなとも思

います。 

 仮に県の補助を使われるということであれ

ば、生活福祉部のほうの担当の範疇と教育委

員会の範疇で数の調整なんかも必要になって

くるのかなとも思いますんで、その辺よく検

討していただいて、財政的なこともあると思

いますんで、その辺はやっぱり子供たちの安

全ということにかかわりますので、よく検討

していっていただきたいなというふうに思い

ます。 

 続いて、２つ目のほうに入っていきます。

大きな２つ目です。 

 住民ニーズの把握と情報発信について。 

 北川町長は平成26年度施政方針の中で、政

策の９、「自治と連携による力強いまちづく

り」について、まちづくりの集いや町民提案

箱などにより住民ニーズの把握に努めるとと

もに、パブリックコメントや審議会への公募

委員の参加など幅広い公聴活動を展開し、町

民の皆様の意見を反映する。さらに、町内外

への行政情報の発信として、「広報たいし」

と太子町長定例記者会見のさらなる内容の充

実により、魅力ある町の情報発信を行ってい

くと述べられたことを踏まえて、次の質問を

いたします。 

 (1)町民提案箱の成果と課題について、ど

のように考えているかを伺います。 

 (2)今年度11月６日に行われたときめきス

クール「町長と子育てを語る会」の内容と今

後の住民ニーズの把握に関する取り組みにつ

いて伺います。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） ２点のお尋ねでご

ざいます。２点とも私のほうからお答えさせ

ていただきます。 

 まず、町民提案箱には年間約10件程度の提

案がございます。町内公共施設11カ所に設置

している提案箱、またホームページ内にある

提案箱。合計で、24年度12件、25年度９件、

26年度は11月現在で６件の意見、要望がござ

いました。 

 町民提案箱は、町民からの意見を把握する

手段の１つとして位置づけておりますが、住

民ニーズに対して実現可能なものについては

積極的に取り組んでいるところでございま

す。 

 最近では、自習スペースの設置の要望に対

しまして、文化会館のみどりの相談室を夏休

み期間に開放するなどの措置を講じたところ

でございます。 

 ただ、せっかくの提案でも実現不可能なも

のもかなりあり、その場合は丁寧に理由を説

明しているところでございます。 

 今後は、この町民提案制度をより充実して

もっと広く意見が得られますようにＰＲをい

たしまして、住民ニーズの把握に努めていき

たいと考えております。 

 続きまして、ときめきスクールにおける

「町長と子育てを語る会」につきましては、

子育て世代の町民の皆さんが町長と直接意見

交流をする中で、保護者自身が子育てについ

てどのような思いや考えを持っているかを把

握するため、ときめきスクールの一環として
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開催いたしました。 

 11月６日に文化会館研修室で小学校保護者

を対象に開催し、保護者19名が参加いたしま

した。 

 12月８日には中学校、９日には幼稚園の保

護者と開催を予定しております。 

 会の感想としましては、子供と時間を共有

することの大切さを感じたとか、また子育て

は怒るばかりではなく見守ることが必要等の

意見が寄せられ、また子供が外で遊ぶ場所を

つくってほしいとの要望もございました。 

 今後もこのような機会をつくるとともに、

パブリックコメント、町民提案箱、まちづく

りの集い、また連合自治会との懇談等を通じ

まして、可能な限り住民ニーズの把握と、ま

たこのたびホームページ等をリニューアルし

ておりますけども、情報の提供等も一層進め

ていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 まず、町民提案箱の成果と

課題についてお伺いしたんですけども、平成

24年度12件、25年が９件、今年度は11月の段

階で６件っていうふうにおっしゃったと思う

んですが、予想してたよりも多かったなとい

うふうには思います。もっと少ないのかな

と、もう全然ないのかなというふうにも思っ

てたりしました。 

 内容的にも、その自習スペースを解放した

というふうないい情報も今初めてお聞きした

ような気もします。 

 そういったところを踏まえていくと、この

今年度６件とかという数字が多いのか少ない

のか、ほかの市町と比べてどうなのかってい

うふうなことはちょっとわかりかねますけど

も、いろんな団体さん、自治体を見ていく

と、本当活発にされてるなっていう自治体が

やっぱりあります。 

 その辺、ホームページのリニューアルに向

けてっていう形でちょっと提案というか、よ

そさんの成功しているような事例を紹介しつ

つ御意見を伺いたいんですけども。 

 太子町の今のホームページを見ると、町民

提案箱ということで、たくさんの御意見、ア

イデアをお待ちしていますという文言は確か

にございます。提案の公表については、必要

に応じてホームページなどで公表させていた

だく場合がありますというふうな文言が書い

てあります。 

 その辺を踏まえてよそさん拝見していく

と、やっぱり町民提案箱というネーミングで

すね。ちょっとかたいのかなと。住民の方に

お聞きしたことがあるんですけども、町に対

して言いたいことはあるんやけども、提案と

まではいかんなと。でも、ちょっと一言言い

たいんやけどなというふうな意見を聞いたこ

ともあります。 

 その辺を踏まえていくと、やっぱりネーミ

ング１つで住民の方々の受け方とか捉え方、

反応も変わってくるんじゃないかなというふ

うに思います。 

 最近始められたみたいなんですけども、佐

賀県にみやき町というところがあります。本

当何げない文言変わってるだけです。町民提

案箱じゃなくて「わたしの提案・意見箱」、

もうそれだけのことなんですけども、それで

もやっぱりかなりいろんな御意見、アイデア

が来ているようでございます。 

 ほかにも兵庫県で行くと香美町なんかもそ

ういったネーミングをされてます。 

 もっと見ていくと、お隣の姫路市は「市政

ふれあいメール」というふうな形でホームペ

ージで出されてる。加古川市は「スマイルメ

ール」というふうなネーミングでされており

ます。姫路も加古川も、先ほど紹介した香美

町なんかもそうですけども、太子町の場合は

必要に応じてホームページなどで公表させて

いただくっていうことで、先ほどの文化会館

の自習スペースが解放されたっていうこと、

我々も知らないことです。そういったこと

が、いいことされてるんだっていうことやっ

ぱり公表していくっていうことは大事なんじ

ゃないかなというふうに思うんです。 

 ほかに活発に意見が出ている自治体を見て
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いくと、提案、御意見に対してやっぱりきち

っと回答されてます。回答が載ってるってい

うことで、町民の方で同じような考えを持っ

てらっしゃる方が、私も言いたいんだけどと

いうときに、町はこんな考え方してるんだと

いうことがわかるっていうこと、疑問の解消

になりますよね。疑問の解消になったら、そ

こからまた新たな提案とかアイデアが生まれ

ることもあります。 

 そういったことも踏まえていくと、やっぱ

り公表するってことは大事なのかなっていう

ふうに思います。 

 その辺含めて、今回のホームページのリニ

ューアルに際して考慮してもらいたいなとい

うふうに思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 議員さんおっしゃ

るとおり、今回のホームページのリニューア

ルにおきましては、住民に親しみやすい、ど

ちらかというと行政の目線でつくったような

かた苦しい内容のホームページじゃなく、見

て楽しいホームページにしたいなというふう

に考えてリニューアルを進めております。 

 そうした中で、先ほど御指摘ございました

ネーミングの話ですけど、確かに文字の捉え

方によっては非常にかた苦しく感じるもので

ございます。 

 そうした中で、誰もが気軽にちょっとした

意見が言えるようなネーミングというのは非

常にいいことではないかなというふうに思っ

て、早急に検討させていただきたいと思いま

す。 

 また、公表につきましても、個人的には全

ての質問者に対して御回答させていただいて

るんですけれども、中にはホームページ等へ

の掲載等をしてほしくないという質問者の依

頼のほうもございますので、その範囲内を含

めまして、名前はもちろん公表しませんけれ

ども、こういう質問がありました、こういう

内容で回答してますということについても公

表に努めていきたいなというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 いい制度でありますんで、

いい制度がつくられてるっていうことは、も

っと有効に活用するっていうことがやっぱり

大事なんだというふうに思いますんで、その

辺成功されてるようなところを参考にしてい

ただいて、ぜひホームページのリニューアル

のとき、楽しみにしております。 

 ２つ目のときめきスクールですか。これも

非常にいいことされてるなっていうふうに思

います。今までの自治会長さんだけ集めたま

ちづくりの集いじゃなくて、こういう子育て

世代の方の御意見をざっくばらんに町長と語

り合うっていうふうな企画がされたっていう

ことは本当いいことだというふうに思ってま

す。 

 ただ、次も中学校、幼稚園というふうにと

きめきスクールということでされるっていう

ふうな話でございました。 

 言い方がちょっと難しいですけども、とき

めきスクールに参加されてるお母さん方って

いうのはやっぱり働いてらっしゃらない方が

多いのかなというふうにも思うんです。逆に

フルタイムで働いてる方は、そういったＰＴ

Ａの行事になかなか参加しにくい方もいらっ

しゃります。そういった方の御意見を聞く機

会であるとか、ほかにも例えば子育て世代の

お父さんの意見を聞くとか、町内にはほかに

も公民館で活動されてるグループとか、スポ

ーツやってらっしゃる皆さんとか、例えば障

害者の方がいらっしゃる御家庭の方々とか、

本当いろんなジャンル、カテゴリーのグルー

プ、団体がございます。 

 そういった全ての団体、グループの皆さん

と町長と語る会をすぐに開けといっても時間

的にも困難だとは思います。そういった制約

は承知しているんですけども、できる限り町

長の時間を調整していただいて、こういった

機会をさらに企画してもらえたらなというふ

うには思います。 

 時には町長でなくても副町長が行かれても
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いいと思いますし、教育長が行かれてもいい

と思います。直接担当の部長、課長が行かれ

てもいいと思います。 

 そういった形で住民の皆さんと直接町のト

ップの方々が膝を突き合わせる機会があった

らなというふうに思うわけですけども、その

辺最後になりますけども、今回ときめきスク

ールのお母さん方とお話しされたということ

も踏まえまして、町長のほうの考えをお聞か

せしていただきたいなと思います。 

○議長（橋本恭子） 町長。 

○町長（北川嘉明） 行政というんか、役場

というところは、往々にして待ちの姿勢にな

りがちな部分があるのではないかなというの

は私自身感じておりましたので、今回こうい

った企画を教育委員会のほうに投げかけ日程

調整して開催したところでございます。 

 今後、先ほど首藤議員言われたように、限

られた時間ではありますが、そういった機会

がとれればまたどんどん出ていって、いろん

な方とのそういう話す機会は設けていきたい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 そういった機会があるとい

うふうな形がいろんな住民の方に知られてい

くってことで、太子町よくなったなと、変わ

ってきたなというふうな印象にやっぱりなる

と思いますんで、その辺を踏まえて、これか

らもどんどん企画していっていただきたいな

というふうに思います。 

 これで一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

○議長（橋本恭子） 以上で首藤佳隆議員の

一般質問は終わりました。 

 次、吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 おはようございます。 

 ８番吉田日出夫、通告に従い一般質問をい

たします。 

 きょう特に一般質問させていただくのは、

過去私も２回ほど本会議で斑鳩寺の文化財の

管理について、いろいろとお話をさせてもら

っておりまして、その中で特に斑鳩の今指定

文化財の中で県の指定を受けております斑鳩

寺の庫裏、建てられたのが16世紀の中ごろ

で、建造物がもう古くなっており、傾きが出

てるというようなことで、過去に県会議員さ

んなどの協力も得て、とにかくこの修理を早

く進めてもらいたいということで話をさせて

いただいて、県のほうの回答も着工を26年度

にやるという正式約束を回答いただきまし

て、安心をしておりましたんですけども、そ

の後思わぬ東日本の震災がありまして、その

着工が２年間遅れるというのは、通常２年ご

とにお寺とお宮とが、この建造物が修理され

るんですけども、東日本のそういう震災の関

係で県の予算に問題が起こるということで、

また２年間の延長で平成28年度の着工という

ことで我々は回答を受けておりましたんで

す。 

 ところが、直近お話を聞きましたら、情報

の中にまだそれが伸びる可能性があるという

ような情報が入りまして、それで当局、お寺

さん含めて、県のほうに本当にそうなのかと

いう確認をしていただきました。 

 それで、県のほうもお寺に出向きまして、

関係者が集まった中で県のほうの回答が出ま

したんで、その内容を住民の方、また議員の

方、当然県の指定で建物を修理するというこ

とになったら行政の予算も関係するんで、議

員の方々にもきちんと認識をしていただきた

いという考えもありまして、あえてここで一

般質問させていただくんですけどもね。 

 そういう内容で、項目的に申し上げます

と、１番としては基本設計開始時期及び着

工、完了予定はいつになるか。 

 ２番目として、事業費負担配分はどうなる

のか。 

 ３番目としては、業者選択方法はどうする

のか。 

 特にまだほかにも聞きたいことがあるんで

すけども、これは当局の答えの中でまた確認

させてもらいますけども、一応３項目をまず

お答え願いたいんですけど。 
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○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） それでは、御答弁

させていただきます。 

 まず、１点目の質問なんですが、これにつ

きましては斑鳩寺庫裏の保存修理につきまし

ては、県文化財担当者からの説明では、現在

のところ28年度着工に向けて、基本調査を

27年度後半に行いまして、32年度完了予定を

しているところであります。しかし、事業内

容及び進捗状況等によっては、完了年度の変

更はあり得るとのことであります。 

 ２つ目の質問ですが、事業費の負担配分に

つきましては、補助対象事業費に対して、県

が３分の１、町が３分の１、事業主が３分の

１の負担となります。 

 ３点目の質問ですが、業者の選択につきま

しては、事業主である斑鳩寺側で選定するこ

とになりますが、県の補助金を受けますの

で、入札執行及び契約事務等につきまして

は、町が行います入札執行の方法に準じて事

務手続を行うことになります。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 ただいまの回答の１番の

基本設計の開始が27年度ということなんです

けども、当初我々が確認させてもらいました

ら、当然基本設計が入り、28年度に予算を組

むという関係から言いましたら、大体その基

本設計は、当然細かいことは基本設計が出な

ければわからないと思うんですけども、どれ

ぐらいの金額がかかるかというのが一番注目

したい形と私は思うんですけども、そこら辺

はどうなっとるんですか。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 事業規模につきま

しては今のところ未確定といいますか、基本

調査を行っておりませんので、事業規模につ

いてはわかりません。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 吉田日出夫議員、済い

ません、ちょっと休憩します。 

   （休憩 午前11時05分） 

   （再開 午前11時05分） 

○議長（橋本恭子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 議長がおっしゃらなくて

も、それは当然過去にも何回もそういう話が

出て、要するに政教分離という形の内容での

あれですけども、ただ私が思うのは、どちら

にしてもお寺、行政、それと顕彰保存会、町

民ですね。ここが一体にならないとできない

という形。 

 それと、予算に関しては議会を通らなけれ

ば、当然これは進まないという形があります

んで、何もそういう形だけで、そういうこと

よりも私が言いたいのは議長自身がもっとこ

ういう問題に対して前向きに考えていただい

て、だって太子町でこの斑鳩寺をやっぱりみ

んなで守っていく、そういう形が一番大事な

のよ。本当にその内容であなた認識されとん

かね。 

○議長（橋本恭子） 吉田議員、それはちょ

っと今議長に聞くことではありませんので

ね。通告に従ってしてもらってますが、私に

意見を求める場ではありません。 

 だから、議員さん、やはりその質問につい

て、しっかりとした自分の主張でしてくださ

い。これは別です。 

○吉田日出夫議員 しっかりとした主張で物

言うてます。おたくがいろいろ言われようか

ら、私はあなたに確認をしとるだけです。 

 そういうこと言うとってもしょうがないん

で前進めますけども、それで一応内容はわか

りました。 

 ただ申し上げたいのは、やはり何回も決め

られたことが、県の予定が変更されないよう

に、私が言いたいのはお寺さんが中心という

ことは言わんでもわかっておりますけども、

教育委員会含めて、行政のほうもやはり県の

ほうにちゃんときちっと進めていただくとい

うこと、を常日ごろからそういう姿勢でお願

いしてもらいたいと思うんですわ。 

 というのは、これは要望ですけども、やっ
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ぱり庫裏だけじゃないんです、斑鳩寺の修理

せなあかんの。あと仁王門も当然見てもらっ

たらわかるように、台風で瓦飛んで、どこの

お寺にトタンぶきで上だけほったらかしとる

という、そんなとこないです。 

 そういうことからいって、やっぱりお寺と

相談をしながら、当然この内容も委員会がで

きて話が進むと思うんやけど、そういう中で

こういう問題の認識を伝達するということも

周知してもらう、町民に。そういうこと含め

て、やっぱり行政のほうも力を入れてこうい

う考えをきちっと前進めるようにしてあげて

もらいたいんです。 

 お寺なんかほっとったら、何しよんかい

な、動きを考えとんかいなって思わんこと

は、私はないんです。 

 そういう意味からいうて、きちっと行政の

指導をしてあげたいと思います。また、そう

でないと、次にやらんなんことがたくさん待

ってますもんね。というのはお金がかかるん

で、やっぱり計画を立ててきちっと、だから

こういう委員会が今度できると思いますん

で、そういう委員会の中で次のことも考えを

出して、教育委員会の担当のところはやっぱ

りお寺、またせっかく顕彰保存会という町民

のそういう会も集まりますんで、そういう意

味合いでお話を進めてもらいたいと思いま

す。 

 以上です。終わります。 

○議長（橋本恭子） 以上で吉田日出夫議員

の一般質問は終わりました。 

 次、服部千秋議員。 

○服部千秋議員 それでは、通告に従いまし

て質問をさせていただきます。 

 できるだけわかりやすい言葉で、私も当局

もやりとりできたらいいと思っております。 

 こういう質問を町民の方にやるのだという

話をしてたときに、いろいろわからない言

葉、町民が見てわかるようなやりとりにして

もらいたいという御意見もいただきましたの

で、細かいことがどうのこうのじゃなくて、

わかりやすく私も言いたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

 １点目ですが、子ども・子育て会議の進捗

から現在言えることを御説明ください。 

 子ども・子育て会議について。 

 (1)進捗状況は。 

 (2)進捗状況にあわせてどのような行政を

行おうと考えているか。待機の実態を現状に

あわせてどのように解消していこうとする

か。個々の施策について、現時点で言えるこ

とと言えないことがあるとは思いますが、で

きる限り具体的にわかりやすくお願いしま

す。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 子ども・子育

て会議の進捗状況についてでございますが、

平成24年８月に成立いたしました子ども・子

育て支援法の新制度がいよいよ来年４月にス

タートいたします。 

 これまで子ども・子育て会議において、

27年度から５カ年の教育・保育及び地域子ど

も・子育て支援事業の量の見込みとその見込

みに対する確保方策について、また計画の基

本理念や基本目標の検討を行っていただいて

おります。 

 今後、12月15日に開催を予定しております

第６回子ども・子育て会議では、全体計画の

素案並びに利用者の負担額、保育料でござい

ますが、この案を提示させていただき、御審

議をいただく予定でございます。 

 次に、２番でございます。 

 今回の計画は質の高い幼児期の学校教育・

保育及び地域の子ども・子育て支援事業を計

画的に実施していく目的で策定することとな

っております。教育・保育の利用見込みにつ

いては、ニーズ調査などをもとに算出した平

成29年度末までの必要量、約200人定員分を

確保すべく、認定こども園の新設、または定

員・定数増員により対応していく予定でござ

います。 

 一方、地域子ども・子育て支援の各事業に

つきましては、平成31年度までの計画年度内

に全ての事業を実施できるよう、計画的に取
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り組んでまいります。 

 特に、現在未実施である延長保育について

は来年４月より実施。病児・病後児保育、フ

ァミリー・サポート・センター事業につきま

しては、近隣市町での実施状況等も参考にし

つつ、計画内に実施に向けた検討を行ってい

きたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 本町で今決めておられるこ

と、それから近隣の市町に問い合わせてほし

いということも今言われてる部分があるんで

すが、今おっしゃったのは12月15日ですか、

15日に審議をされるということですが、一番

気になっているのが負担の額でありまして、

その会議が終わってないから言えないという

ふうに行政側は言われると思いますが、現行

の保育料、これは「広報たいし」にも載って

おるんですけれども、保育所はそれぞれの所

得に応じた額ですが、幼稚園は保育料

6,500円と今なっておりまして、非常に心配

するところは、言葉ではこれについては応能

負担という言葉を用いて表記されているわけ

ですが、可能とされているわけですが、恐ら

くは今後この額が特に幼稚園側において変わ

っていく可能性、変わっていくというのは増

えていく可能性があるのではないかというふ

うなことを心配しております。 

 急激にはそういうことはされないのかもし

れませんが、そういったことについては、方

向性で結構ですが、額は15日の会議が終わっ

てないので言えないと思いますが、方向性と

してはどのようになるように現状において当

局は考えておられますか。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 幼稚園の保育料で

すが、今現在6,500円という定額でいただい

ております。 

 それがこの27年４月からは、国が案として

示されているのが応能負担ということで通達

が回ってきておりますが、本町においても国

に従って応能負担というものはしていかなけ

ればならないかなというふうに思っておりま

す。 

 ただ、周知期間が少ないということも考え

ますと、今すぐ国が示しているような金額の

保育料をいただくということはとても無理な

状況でございますので、今現在の定額の

6,500円をベースとした金額の中で考えてい

かざるを得ないなというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 よくわかるようなわからな

いような御答弁なんですが、要は今後上げて

いくであろうということだというふうに思い

ますが、今うなずいておられますけれども、

そうしますと、今本町は幼稚園、保育所、当

面このままやるということが、この「広報た

いし」にも書いてあるんですが、可能性とし

ては幼稚園のほうから保育所のほうに、幼稚

園の値段が高くなるわけですので、人が流れ

ていくのかもしれないし、それは様子見なけ

ればわかりませんが、当局は事務のいろんな

ことの調整を来年の春に向けてやってきてる

というふうにこれまで福祉文教委員会等で答

えてきてると思いますが、事務的な内容を、

つまりそれぞれのところでやる内容について

は、それぞれにおいてどのように詰めてきて

いるのか。何かこれまでと変わったことを４

月以降やっていこうという部分はあるのでし

ょうか、ないのでしょうか。それぞれの部署

からお願いします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 事務的なこと

ということ、ちょっとイメージしにくいんで

すけども、まず現在10月から新たに来年の入

園者向けの園児の募集を始めております。 

 この募集につきましては、来年度、新制度

から新たに認定というふうな１つの手続が必

要となっております。現在はその認定事務に

ついては、幼稚園を希望されてる方は教育委

員会で受け付けをしております。そして、今

現在の保育所を利用されてる方、また保育所
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を希望されてる方は社会福祉課のほうで受け

付けのほうを行っております。 

 ただ、来年の４月からは、これ受け付けだ

けではなく、いろんな新たな業務がまたこの

子ども・子育て支援の中で発生してまいりま

す。この分についての手続等内部の事務処理

については、まだ今後検討する余地がありま

すので、その辺機構改革も含めての検討って

いうのは必要かなっていうふうには私は考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 一緒です。 

○議長（橋本恭子） どちらも同じ意見。 

 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 今生活福祉部長が

御答弁されたと同じでございます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 子ども・子育て支援新制度

によりそれぞれが、それぞれといいますのは

幼稚園が保育所のいいところを、それから保

育所が幼稚園のいいところをと。国の文言も

本町の文言もそれぞれのよいところをとって

よいとか、よいところを一緒にしていい制度

をつくるのだとこう言ってるわけですが、そ

れぞれのいいところをどのようにそれぞれ伸

ばそうとされてるんですか。それぞれの部

署、お願いします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 今度新たにで

きます認定こども園、当然この認定こども園

と申しますのは、従来の公立の幼稚園で行っ

ております４歳児、５歳児の２時までの預か

り、預かりの部分ございます、預かりと幼児

教育の部分。この分を認定こども園の同じ屋

根の下でゼロ、５歳の幼児に対しても同時に

同じ場所で行うという、１つそういう大きな

メリットございます。 

 当然そうなれば、幼稚園、保育所を園児両

方お育ての御家族に対しては１カ所の園で全

ての子供たちを預かっていただけるというよ

うな大きなメリットがまずございます。 

 あと、特に今国が上げております認定こど

も園に対する特別13の事業というのを上げて

おります。 

 当然この事業の中でいろいろそれぞれ子供

に対して、子育てに対してのサポートする事

業でございますけども、この中にも先ほど申

しましたように、延長保育を当然認定こども

園の中で利用も考えております。７時７時と

いう、朝７時から午後７時というのも当然視

野に入れておりますし、これは４月から保育

所の部分ではもう実施をしてまいります。 

 それと、病児・病後児保育につきまして

も、本来なら保育所、幼稚園、それぞれ個々

で考えることではございますが、認定こども

園になりますと、小学生３年生、小学６年生

というような範囲を広げても対応できるかな

というふうには考えております。 

 それとあと、ファミリー・サポート・セン

ター事業につきましても、これも従来の学童

でもカバーできない部分、違う意味のカバー

っていうのは可能になってまいりますので、

このようにいろいろな今回の認定こども園制

度についての個々の事業も新たに計画されて

おりますので、当然この辺も一つ一つ先ほど

申しましたように５カ年の間で計画、実行の

ほうに移していきたいというふうには考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。 

 保幼のそれぞれの違いのいいところという

ことで、お答えさせていただきます。幼稚園

のというところでの部分を答弁させていただ

きます。 

 幼稚園、幼児教育という教育がついていま

すところの違いというようなところで、やは

り集団の中で規範、またはルールづくり、ま

たは基本的な生活習慣等を身につけることに

よって、小学校への円滑な移動というような

こと、また保護者の協力を得ながら、またそ

の横のつながりをしながら見守るというよう
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なことを心がけて、この集団生活を維持して

いこうというようなことを考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ちょっとよくわからなかっ

たんですが、私がお尋ねした趣旨は、保護者

の側にしますと、私もそうでしたが、子供が

その年齢になったときに、保育所にやるの

か、幼稚園にやるのか。保育所にやるのであ

れば、どこにやるのか。どこにというのは、

もし私立のところにやるのであれば、どこに

やるのか。それぞれの特徴はどういうところ

にあるのかとか、そういったことを考えて、

ここにお願いしようかなということで決める

方がたくさんいらっしゃると思います。 

 そういうわけで、今それぞれ部長及び教育

長がお答えになったのは大ざっぱなところで

すね。教育長がお答えになったことは保育所

でも当然やるべきことでありますし、保育所

においてもそういうことをきちっとやられて

おられる民間のところもたくさんあります。 

 私は、それぞれの部署がそれぞれの今管轄

してるところのよいところをもう一回現場と

確認し合いながら、それぞれのいいところを

とってやっていこうということを言われてる

わけですから、されるべきであると。 

 もちろん、それぞれがこれまで政府におい

ての管轄が違ってきたわけで、建前上は幼稚

園のほうが教育的な機関であるということに

なってるわけですが、実際にそれぞれの現場

においてなされることは違うことも、特に私

立においてはあります。 

 ですので、今具体的なことをここでお答え

にならなくても結構ですが、そういったこと

を十分これから考えていただきたいと思いま

す。 

 何でもいいんです。例えば、本町の町長は

英語活動のことを言われたと。そしたら、そ

れを幼稚園においてもそういう活動をさせる

ような場をつくってみたいとか、あるいはほ

かのことでもいいんですけど、ほかの活動で

こういうことをやってみたいと。保育所にお

いては、音楽の鼓笛隊のようなことをやって

おられるところもあるし、そういうことを含

めてやっていくようなことも考えてみたいと

か、内容について深めていただいて、保護者

から見て魅力のある本町の教育になっている

なというふうに進めていただきたいと思いま

す。 

 今当局がお答えになってるのは、金額的な

ことですとか、時間のことですとか、そうい

うことをお答えになってるんですね。場所を

同じ場所でもできるとかね。 

 そういうことでなくて、内容においてそれ

ぞれのいいところ、それからまたこれから新

たに来年度指導主事も置こうとされてるわけ

でありますから、内容について充実したもの

にしていただきたいという要望の、そういう

気持ちを持っておるんですが、このシステム

的なことだけでなくて、内容についてもこれ

から十分、できることとできないことありま

すが、検討していただけたらと思うんです

が、それぞれの部局のほうで、そういうお気

持ちについてはいかがでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） まず、来年か

らこの新制度が導入されるわけでございます

が、とにかく保育につきましては特に質の高

い保育、また細かな保育ニーズに応えられる

ような提供体制、まずこの辺を整えていきた

いというふうには考えております。 

 あと、町内、私立の保育所が多うございま

すので、当然その辺と連携をとりながら、そ

れぞれの個性を出していくのも必要かなとい

うふうに思っておりますので、公立は公立、

私立は私立、それぞれ個性的な保育、特に質

の高い保育を目指していきたいというふうに

は思います。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 教育ですので、ルー

ルがございます。幼児教育は、学習指導要領

にのっとって、その中でより質の高いもの、

何も周りがこれしなければいけない、これが
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進んでるというのじゃなくて、子供が今何を

求めているか、地域は何を求めているか、保

護者が何を求めているか、それを吟味しなが

ら、この子にとって一番いいもの、伸びるも

のを教育していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 質というのは内容でありま

すので、内容を十分お考えいただきたいと申

しておきます。 

 それで、当面保育所及び幼稚園はこのまま

だと。特に町の施設においてはこのままとい

うことなんですが、当面というのは何年ぐら

いこのままでやれるのか。それとも、これが

将来の認定こども園になるのか、そのあたり

のここ数年はどのように本町においては考え

ていますか。それぞれの部署、お願いしま

す。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 保育所で町の

施設は斑鳩保育所１カ所でございますが、斑

鳩保育所は将来的な認定こども園化というの

は当然視野に入れております。 

 ただ、隣に公立の幼稚園がございますの

で、幼稚園のお考え方等やはり整合しなが

ら、時期等考えていきたいというふうに思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 幼稚園につきまし

ては、今公立の幼稚園４園ございまして、そ

れぞれの園によりましては人数的に多い園と

少ない園がございますので、その辺のところ

を見きわめながら、認定こども園にというふ

うなことを考えていきたいというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今のお答えでは、両方の部

局とも何年ぐらいとか数年とかそういうこと

が一切ないので、様子を見ながらということ

でしたので、お答えできない状況だというふ

うに判断をさせていただいておきたいと思い

ますが、これからこれ移行をいろいろしてい

く制度だと思いますので、その都度住民の皆

様に、直前にでなくって、丁寧な情報の提供

を、かといって私たち議会にも来年４月から

の保育料がすぐに３月議会に出されてとか、

こういう状況になるわけですが、できるだけ

早く議会にも、また住民にも情報を出してい

ただいて、特に住民のほうから混乱並びに苦

情のないように進めていただくように申して

おきたいと思います。 

 それでは、２点目に行きます。 

 特別支援教育の要請に細かく対応すべきだ

という点について問います。 

 障害のある幼児・児童・生徒の自立や社会

参加に向けた支援が平成19年４月学校教育法

に特別支援教育が位置づけられ、全ての学校

において障害のある幼児・児童・生徒の支援

をさらに充実していくこととなっています。

幼児・児童・生徒個々の教育的ニーズを十分

調査し、生活や学習上の困難を改善または克

服するための取り組みが求められます。特別

支援教育の要請が本町でも高まっているので

はないかと思います。その現状を説明いただ

くとともに、その対応についての見解をお述

べください。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。 

 本町の特別支援教育の現状とその対応とい

うことについてお答えさせていただきます。 

 御指摘のとおり、当町においても特別支援

教育を望む声は年々大きくなっているのが現

状でございます。 

 特に、ここ数年は障害の有無によらず、誰

もが地域の学校で学べる教育という意味であ

るインクルーシブ教育が一般的に推進されて

るところであります。義務教育であっても、

特別支援学校ではなく、区域内の小・中学校

を希望される保護者も増加傾向にあると思っ

ております。 

 したがいまして、当町にしましても、子供

一人一人の教育的ニーズを把握して、適切な
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指導と必要な支援を行い、この観点から教育

を進めていくことにより、障害のある子供に

も、障害があることが周囲から認識されてい

ないものの学習上、生活上の困難のある子供

にも、さらには全ての子供にとってもよい効

果をもたらすことができるものと考えていま

すので、施設改修等のクリアしなければなら

ない障壁が多くある場合もありますが、着実

に推進していくものとしております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今のお答えも抽象的でわか

りにくい面があったんですが、結局最近具体

的にどういう要請が保護者から増え、本町で

はどういうふうにやっておられるのかという

ことをお答えいただけたらありがたいんです

が。 

 それから２点目ですが、本町は該当する幼

児・児童・生徒は大体何％ぐらいですか。

六、七％ぐらいですか。何％ぐらいが対象に

当てはまっておりますでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 特別支援を要する児

童・生徒はそれほど変わっておりませんが、

特にこれまでと違っておりますのは、重度と

いうんですかね、本当に手の携わらなければ

いけないような児童・生徒についても、本町

でお世話を願いたいという保護者もございま

す。そういうところが少しインクルーシブ教

育という面で対応を迫られているところだと

思います。 

 ２点目は、今議員がおっしゃったように、

全国的に見ましても大体児童・生徒の約６％

から７％の範囲内で、本町もそのような支援

を要する児童・生徒が在籍してるように感じ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 私、高校の先生方と今も

時々話すこととか内容を聞くこともあるんで

すが、例えばこういう子供さんがおられま

す。ほとんど話したり聞くことができない子

供さんが、少しは話せるんですけども、普通

の教室に入って、これは親が社会に出て、そ

ういう人たちと触れることになるのであるか

ら、子供のときからそういう場に置いておこ

うとか、あるいはまた知的にほかの子供さん

よりも大分違った状況の方が行かれていて、

一緒に教育を受けていると。なので、教師は

そういったことにも配慮しつつ生徒に接する

なり、個別にできる部分はするとか、例えば

ね。そういったようなことなんですが、そう

いったことを、これ私も自分がやれと言われ

たら本当に大変なことだなと思って、それ話

を聞いてるわけですが、そういったことには

教師がもっともっと研修を、今してないと言

うつもりではありません。もっともっとして

いただかないと、対応が難しいんじゃないか

と心配をいたしますが、本町においてはそう

いう教員の研修はどれぐらいの程度でなされ

ているのでしょうか。 

 また、それを確保する時間があるのでしょ

うか。そのあたりはどのような実態でしょう

か。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 今高校の生徒に対す

る例題を挙げられましたのですが、どのよう

な程度の生徒さんかちょっと把握できません

が、やはり義務教育の範囲の中では、医療的

手段を施す場での児童・生徒については、そ

れなりの研修を積みながら、その子にとって

よりよい学校生活が送れるような研修は他の

教員よりも数多く積みながら、今そのより高

度な研修、教員としての質を高めているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ちょっとなかなかよく具体

的におっしゃりたいことが、やってますとい

うことだけであってよくわからないんです

が、それぞれのケースがありますので、その

都度できるだけ細かく教員の中で情報を共有

していただいて、これは専門的な方の対応の

仕方も学ぶ必要があると思います。 
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 最近、ラジオでそういう生徒に対する対応

をされていた医師の方が放送されていたの

を、たまたま車を走らせてるときに聞きまし

た。 

 そのときに、子供にこういう対応をしてる

んだという、それテープにとったものを流さ

れていたんですが、そういうことを何回もす

ることは難しいかもしれませんが、できる限

りこういう場合はこういうふうに対応したほ

うがいいということについて、そういう需要

といいますか、そういうお気持ちが保護者様

から増えてきてると思いますので、そういう

ことに十分配慮をいただいて、本町でもやっ

ていただきたいと。これまでもされてるのか

もしれませんが、配慮をさらにしていただい

て進めていただくよう、最近の流れからそう

思いますので、ここで求めておきたいと思い

ます。 

 ３点目に行きます。 

 役場内の女性の地位を向上させよ。 

 男女平等の社会の実現に向けて、女性の地

位を向上させる必要があります。役場内部に

おいて、現在女性管理職の割合が極めて低

い。全くゼロではありませんけれども。その

任にふさわしい女性は、管理職として働いて

いただくべきだと思います。今後の本町の考

え方はいかがでしょうか。 

 (1)平成26年12月１日時点の正規職員は男

女それぞれ何人で、女性職員の比率は何％

か。女性管理職の人数は何名か。それは正規

職員のうちの何％か。同じく、男性管理職の

人数は何名か。それは正規職員のうちの何％

か。 

 (2)女性の地位向上に向けて、これから取

り組むことはあるか。 

 (3)形式的（数値的）に男女の数を合わせ

よという意味ではなく、女性に生きがいを持

って働いていただくためにはどうすべきだと

考えているか。 

 (4)役場職員以外の女性の参画について、

これは第３次太子町男女共同参画プランに数

値が書かれてるわけですが、そういう内容

を、私は必ずしも数値だけにこだわってお答

えをいただきたいわけではありません。内容

を具体的にどのように進めるか、見解をお示

しください。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） ４点の質問でござ

いますので、まず１点目、平成26年12月１日

現在における正規職員は189人、男性職員が

102人、女性職員が87人で、女性職員の比率

は46％となります。女性管理職の人数は10人

で、全体職員数の5.3％となります。また、

男性管理職の人数は36人で、全体職員数の

19％でございます。 

 次に２点目、職員全体に女性の占める割合

が増加している状況の中で、制度として新た

に女性の地位向上に向けた取り組み事項は現

在のところございません。制度的には、現在

男女差別なく制度化されております。 

 しかし、男性職員と比べまして女性職員が

上位職への昇級希望が少ないなど、控え目な

側面といいますか、依然変わってないように

思われます。 

 そこで、これまで同様、女性職員に限ら

ず、職員個々の課題解決のため、職員研修な

どを開催し、男女共同参画についての意識改

革や能力の底上げを図っていきたいと考えて

おります。 

 ３点目、男女共同参画社会において、さま

ざまな分野において女性の参画は重要なもの

と認識しており、町においても女性管理職の

登用拡大を図っていく必要があると考えてお

ります。 

 しかしながら、家事、育児等、まだ女性の

手に委ねられているのが現状であり、日ごろ

より職業能力を磨いていくにはその影響があ

るものと考えております。 

 そのような状況に配慮した上で、女性の意

見を取り入れ、全職員が男女共同参画の意識

を備え、職務に充実感、達成感を持っていた

だくことが必要だと考えております。 

 ４点目、第３次太子町男女共同参画プラン

は、平成26年３月に策定いたしました。人権
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を尊重し合える意識づくり、安心して働き暮

らせる環境づくり、行政から取り組む男女平

等のまちづくり、暴力を許さない社会づくり

の４つを基本目標に掲げ、５年後の数値目標

を設定しております。 

 各施設や数値目標についてはそれぞれの担

当において取り組むこととしておりますが、

まず第１に取り組むべきことは、このプラン

のいわゆる啓蒙であると考えております。 

 この12月７日には、男女共同参画人権フォ

ーラム2014と題しまして会議を開催します。

これは、子育てと男女共同参画をテーマに、

講演会とパネルディスカッションを予定して

おります。これらの講演会等を通じてプラン

の内容の啓発を図り、男女共同参画社会の実

現に向けて施策を展開していきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今部長の御答弁では、管理

職の割合について、町の職員ですので、恐ら

く保育所とか幼稚園の園長先生も含めてお答

えになってると思いますが、幼稚園、保育所

を除いた場合は女性の管理職は何名で、除い

た場合、その職員に占める女性の管理職の割

合は何％ぐらいかというのをお尋ねしたいと

思います。 

 それから、本当に私も女性に敬意を表しま

すが、なかなか私なんかができないようなこ

とを家庭等においていろいろやってくださっ

ていまして、本当に大変ですごいなと日々思

っておりますけれども、一方で今部長がお答

えになったように、女性のほうが職場におけ

る地位を上昇させることを求めてる割合が少

ないということも今の御答弁の中にありまし

たが、差しさわりなければ、男性はどの程度

そういう思いがあり、女性はどの程度という

ことを、職場内において調査もされているか

と思いますので、どのような差があるのかと

いうことについてお答えいただければありが

たいと思います。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） まず、お答え申し

上げます。 

 今幼稚園とか保育所を除いてという感覚が

ございましたけども、これにつきましても本

来は男女共同参画の中では除くべきものでは

ございません。そういう意味も十分理解し

て、今この西播磨の人権フォーラムで人権の

集いというのをやってきましたけれども、そ

の中でも今まで女性の職だったもの、男性の

職だったもの、そういう観念があるからこ

そ、やっぱり男女共同参画の弊害になってる

ということも含めますので、除いた場合をお

答えしますけれども、一応５人でございま

す。それと、率でいいますと2.7％でござい

ます。 

 それと次に、上位職への昇任希望の話でご

ざいますけれども、これにつきましては上位

職への昇任希望者が大体39人で、男性が

27人、女性が12人、比率的に言うと大体６対

４ぐらいの比率でございます。女性のほうが

４割ということでございます。 

 以上でございます。 

 これにつきましては、ちょっと失礼申し上

げます。 

 いわゆるこれは上位希望をするという年齢

に当たっている人の比率でございますんで、

お断りしときます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 後の数字は、最近とられた

データでということでおっしゃってるんです

ね。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） これにつきまして

は、３年に一度、勤務に関する調査票という

ものをとっております。 

 このデータは、18年度よりとっておりまし

て、このデータにつきましては平成24年12月

のデータでございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 私の質問に対する御意見が

あったので述べさせていただきますが、幼稚

園の人数とかを除いていただきたいと申しま
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したのは、現状において、保育所は恐らく男

性の人もおられるんかもしれないんですが、

幼稚園いらっしゃらないんじゃないかと思っ

たんで、間違ってたら言ってください。 

 それで、現状において、私差別する趣旨で

申したんでなくて、現状ほとんど女性がいら

っしゃるので、それを数字から言われると数

字がその分高くなってしまうのでお聞きした

わけでありまして、そのことだけはここで申

しておきますので、誤解ないようにお願いし

たいと思いますけども。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 幼稚園につきまし

ても保育所につきましても、最近の受験動向

を見ますと、ほとんど半数半数で大体同程度

の方が受験されております。 

 そうした中で、今は固定概念はなくなって

きております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 わかりました。 

 現状の職員においては、女性のほうが圧倒

的にそこは多いのが現状だと思います。 

 私、これを聞いたのは、本庁内のことで知

ってたかったわけですが、今お答えになられ

たことが、これからも十分やっていただくよ

うにお願いしときます。 

 最近、女性の管理職、具体的には副課長に

当たる方の数が以前より増えていることは私

も承知しております。願わくば、今後さら

に、もちろん男性にも女性にもそれぞれの職

種の意味を十分理解していただいてのことで

はありますけれども、女性の管理職がさらに

増え、またより上位の管理職が増えることも

希望をしておきたいと思います。 

 それでは、次に行きます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員、この４

番前でちょっと休憩とりたいと思います。 

 皆さん、この際暫時休憩いたします。 

   （休憩 午前11時51分） 

   （再開 午後０時57分） 

○議長（橋本恭子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 それでは、４点目に行かせ

ていただきます。 

 健康づくりのための散歩道を整備し、マッ

プ等をつくるべきだ。 

 平成23年第３回太子町議会定例会（第

432回町議会）一般質問で、健康づくりのた

めのウオーキングマップをつくってはどうか

というテーマで質問を行いました。 

 その際、一度検討を行ってみますとの答弁

を当時の町長からいただきました。その後、

どのように進んでいるか、進んでいないか。

また、ランニングコース（何キロコース）等

の考えはあるか。 

 総合公園、文化会館、斑鳩寺、新庁舎等を

含めた散策道の整備、段差の解消等、町民が

散策を一層できる状態をつくるべきであると

思います。いかがでしょうか。今回はハード

面を含めてお答えいただければと思います。 

 ハード面と書いておりますが、特に多くの

予算をかけてくださいという趣旨ではなく

て、段差を今後解消していくとか、そういっ

たこの趣旨に沿ったハード面の整備という意

味であります。 

 (1)町民の健康づくりのために、町の散歩

道をつくってはどうか。ハード面を含めてお

答えください。 

 (2)散策道には、今ある道をそのまま使う

もの、また里山を整備したもの、福井大池の

ため池整備事業でできたもの、最近では総合

公園、文化会館、斑鳩寺、新庁舎等を含めた

ものなどいろいろと考えることができるので

はないか。これに関しては、アイデアがどん

どん広がっていく。持ち歩きのできるコンパ

クトなものを各戸に配布してはどうか。見解

をお尋ねします。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） １、２につき

まして関連がありますので、あわせて答えさ

せていただきます。 

 私のほうでは、特にハード面のほうを中心
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にさせていただきます。 

 近年、健康づくりのために多くの住民の方

がウオーキングをされており、皆さん御自分

の体力や場所に応じてコースを考えられて歩

いておられます。 

 住民の方々が町内を歩いてもらうことによ

り、町全体を見守る人が増えることで、防犯

面におきましても安全・安心なまちづくりに

大きな効果があると思っております。 

 専用の散策道整備は困難でありますが、既

存の里山やため池事業や公園事業での園路を

多くの方が利用されております。現在整備中

であります総合公園におきましても、多くの

方が歩きに来られています。そのため、さま

ざまなコース設定ができる外周園路の整備を

行う計画としております。 

 また、夜間のウオーキング需要も多くある

ため、外灯を設置して、安心・安全に利用し

ていただけるよう配慮しております。 

 町内におきましても、安全と省エネの観点

から、全ての道路照明及び防犯灯のＬＥＤ化

を進め、道路の照度の向上を図ったところで

あります。 

 今後も、総合公園の整備推進に努めるとと

もに、安全に散策していただける環境整備に

努めてまいります。 

 マップ作成につきましては、総合公園整備

完成時には園内利用案内の中でコースマップ

的なものは検討したいと考えております。 

 また、斑鳩ふるさとまちづくり協議会で

は、多くの方に斑鳩地区の歴史遺産を知って

いただくために、コンパクトでポケットに入

るサイズのマップを斑鳩ふるさと散策マップ

として作成されて主要な公共施設に置かれ

て、多くの来庁者や住民の方々が利用され、

好評をいただいております。 

 協議会が作成されましたマップにつきまし

ては、利用される方が必要なときに見ていた

だけることが好ましいと考えており、全戸配

布は現在のところは考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 私のほうから

は、さわやか健康課で取り組んでおります内

容で御説明いたします。 

 さわやか健康課では、ウオーキングを生活

習慣病予防や健康づくりを目的とした運動習

慣の継続性を確保するための動機づけとし

て、きらり健康教室の中でも積極的に進めて

おります。 

 また、太子いきいきウオーク事業では、

1,000万歩の大きな目標に向かって毎日歩く

ことにより、継続して健康づくりに取り組ん

でいただいております。 

 町内には、既に健康維持を目的にたくさん

の方が歩いておられます。その方々の多く

は、習慣的に週に複数回、自宅周辺のルート

を歩かれており、歩き方には人それぞれ特徴

がございます。 

 しかし、ウオーキングを長く継続している

方々は、当初の健康維持のための目標に縛ら

れずに、いつもと違う場所を歩いたり、また

自然や季節を感じながらの楽しいウオーキン

グをされておられます。 

 平成23年度の一般質問後に、さわやか健康

課において気軽に歩けるコースマップづくり

を検討し、平成23年度は斑鳩地区のマップを

作成し、約１年間ホームページに掲載いたし

ました。 

 また、同時に太田校区の作成にも取りかか

りましたが、ルート上に国道横断など交通安

全上の問題や高低差が激しく、適正なコース

選定が難しかったため、現在作業は中断して

おります。 

 しかし、今後も各校区に１ルート以上はマ

ップを作成する予定でありますので、完成時

期は未定ですが、作業を継続してまいりま

す。 

 また、持ち歩きができるマップ作成につき

ましては、全校区完成後に検討したいという

ふうに考えます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 最後に、全校区ができてか
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ら、そういうマップも考えるということであ

りましたので、ぜひお願いしたいと思いま

す。 

 例えば埼玉県の八潮市健康づくりウオーキ

ングマップとかネットで見ていただいたらす

ぐ出てきますけれども、健康づくりのウオー

キングマップをつくられていて、市内を３地

域に分けて距離別に設定されています。短い

距離とか中くらいの距離とか長い距離を設定

されています。 

 こういうことを言うと、行政の中にはそう

いうものを行政がつくって事故が起こったと

きに、行政が進めていて、後でいろいろ言わ

れては困るという発想の方もどうもおられる

ようなんですけれども、よそ様でつくられて

いる現状もありますので、このことに私はそ

んなに多くのお金をかけよというつもりはあ

りません。段差の解消とかできることをし

て、少しでも住民の皆様が、今も実際にはた

くさん歩いておられるわけですし、マップが

なくても歩いておられるわけですけれども、

以前の質問のときにも申しましたけれども、

本町の様子を知っていただく。こういう施設

があると、ここにはこういう施設があると

か、最近で言いますと、ここにはトイレがあ

るとかということもできるかもしれませんけ

ども、そういったことも含めてぜひともやる

べきであると思います。 

 この散歩の道の中には、住民の方から以前

言われて、担当課にも既に伝えておりますけ

ども、例えば総合運動公園のところに石を並

べた健康歩道、そういうものをつくってはど

うかとか、ちょっと遠いのでとか、ある地域

の方が言われたことなどもありますけれど

も、いろんなアイデアを考えていただいて、

そして町内のことを町内の方にいろいろとわ

かっていただくようにぜひとも進めていただ

きたい。必ずしもお金をそんなにかけずにや

っていただきたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いをしておきます。 

 続いて５点目ですが、鹿等の有害鳥獣の捕

獲（駆除）をもっと具体的に進めるべきだ、

についてお尋ねをいたします。 

 本年11月中旬、原の赤信号で車をとめてい

たとき、鹿が飛び出してきました。今後は、

鹿が車等にぶつかって人がけがをするなどの

人的被害が出る危険性があると思います。町

は対策を深めるべきだと思います。 

 同時に、自治会を初め、住民もこのことを

深刻に認識すべきであると思います。住民と

行政の参画と協働の見地から鹿が往来の激し

い道路に出ないよう対策を講ずるべきだと思

います。 

 そこで、(1)本町における鹿の対策は進ん

でいるか。地元自治会に先に私が述べた協働

と参画の働きかけを十分行っているか。もし

意見がまとまらないとの回答が返ってくるの

であれば、住民に広報等で現状をもっと知ら

せることなどして、またその必要性を知らせ

ることなどして、住民に協力をお願いする施

策を展開すべきではないかと思いますが、い

かがでしょうか。 

 (2)猟友会との話において、くくりわなの

量を増やしてもらうよう話すべきではない

か。これは、町内において銃で撃てないとい

うことから、くくりわなの量を増やしてはど

うかということをここに問うております。そ

して、そのための予算をもう少し確保するよ

う、今後の予算において考えるべきではない

かと思います。その方向性について伺いま

す。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） まず、１番目

に対してでございますけれども、兵庫県の調

査によりますと、本州部では瀬戸内側の大都

市周辺を除き、県下全体に約11万6,000頭生

息しており、特に南但馬地域から西播磨地域

が分布の中心となっております。 

 そうした中、近年農業被害が増加している

ため、その被害対策として、兵庫県において

狩猟と有害捕獲により年間３万5,000頭の捕

獲を目標にしています。 

 太子町では、平成26年度実績で、出産時の

６月と７月並びに繁殖期の９月と10月にくく



－70－ 

りわなによる有害捕獲を実施し、前年度比で

２頭増の30頭を捕獲したところでございま

す。 

 また、平成23年度に太子町鳥獣被害防止対

策協議会を設立し、被害に遭われている自治

会や関係団体等の御意見を参考に被害防止に

取り組むとともに、情報発信並びに協力依頼

をしております。 

 今後も兵庫県等の関係機関と連携するとと

もに、この協議会を活用することにより、被

害地域の拡大抑制に取り組んでまいりたいと

考えております。 

 ２番につきまして、平成26年度については

猟友会と協議をして、年間の捕獲頭数を前年

に比べ２頭増の30頭にしております。行政界

を超えた対策であることから、今後につきま

しても町内並びに県下の状況を見ながら検討

してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 くくりわなの猟であります

が、今２頭分増えてとか言われてるんです

が、そういうことではもう追いつかないとい

うか、そういうことではいけないのではない

かと思います。 

 ここで質問させていただいてますのは、こ

れまで農業の被害も大分前から聞いており、

住民の皆様からも以前からそういう要望をお

聞きしてるわけですが、人的に被害を受けら

れる人がもう出てくるのではないかなという

ふうに私自身もせっぱ詰まって思っていま

す。 

 幸い、現在までは太子町内においてはどう

も人的被害というか、人がということはない

と聞いておるわけですが、今後非常にその危

険性があると私は思っております。 

 そこで、今２頭増えて30頭っておっしゃっ

たわけですが、これは町におかれても、もし

これ以上の数がくくりわなにかかった場合、

年度途中において補正予算を組めば、その頭

数を増やすことは可能であると思いますが、

そういったことについてもう少し積極的に、

今年度30頭やから30頭でおさめとこうとかと

いうことでなく、これからもう少し積極的に

取り組んでいくように進めていただきたいと

私は思いますけれども、これについては担当

部長としてはいかがでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 今の太子町に

おられる猟友会の方で太子町に協力いただい

てる方、５名おられます。 

 その５名の年齢も高齢化しております。

70代が３名、60代が１人、50代が１人という

ような現状であります。 

 一応、くくりわなの箇所にしましては、町

内５自治会に40カ所設置しております。これ

につきましても、当然日に日にの管理、また

捕獲されたときは、それを殺処分した後、ま

たそれを処分するということで、それだけで

も非常に大変な労働が必要であります。５人

でやっているのでは、この40カ所設置がもう

十分にこれ以上はなかなかできないのかなと

いうふうに考えております。 

 当然、駆除する必要があるとは思うんです

けれども、残念ながら猟友会のそういう免許

を持った方が５人しかおられない。しかも、

高齢やということで、なかなかこれ以上のお

願いは難しいのかなというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今高齢化ということが出ま

した。 

 実は、私この質問をするに当たり、恐らく

この方も該当すると思い、以前からとられて

おられる方がいたので連絡をしたら、もう入

院してるとか言われたり、ですから今５名と

言われましたが、その人数も今後どうなるの

か心配な面もあります。 

 例えば、こういうことはできないんでしょ

うか。町の職員がその免許を取ってすると

か、そういったことは無理なんでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 県のほうにお



－71－ 

きましても、当然県レベルで高齢化しており

ますので、若い女性であるとか若い男性であ

るとか、そういった方にも門戸を広げて受け

ていただいて、どんどん猟友の免許を取って

いただきたいという案内は来ておりますし、

また山間部のほうではそういったことに応え

て、女性の方がそういう免許を取られている

という事実もありますが、なかなか太子町で

そういう方を育てるというのは、場所柄もあ

りますけれども、非常に難しいのかなという

ふうに思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 部長はそういうお言葉であ

りますけれども、私は本町においても職員

が、今先ほど猟友会の方５名と言われまし

た。それで、私が知ってる人も、該当恐らく

すると思うんですが、もしするのであれば、

やってくださる方が減っていくことが予想さ

れますので、本町においてもこれは１人だけ

でなくって、複数の職員がそういう免許を取

っていただくようにしていただいて、この対

策をやっていただきたいと思います。 

 そして、必要なときには補正予算を組むと

いう形で進めていただきたいと、私はこのよ

うに思いますけれども、今お答え既になって

るわけですが、２回目になって恐縮ですが、

そのように考えていただくことは無理でしょ

うか。いかがでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 仕事としてや

れと言われているのか、それとも趣味として

そういう趣味を持って猟友に親しんだらどう

やと言われてるのかちょっとわかりませんけ

れども、仕事としてやれというのはちょっと

おかしいというふうに私自身は思います。 

 当然、町の職員として町の職務を全うする

のが当たり前のことでありますので、余暇に

狩猟を楽しんで、その１つとして太子町のた

めになればというふうな考えがある職員であ

れば、そういうふうに指導したいというふう

に思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 私は趣味でなくて、職務と

してこれを、町として考えていただけないか

なという趣旨で発言をしております。 

 それほど状況が逼迫しているのではないか

なと私は思ってるので、この場で答えにくか

とは思いますが、職務として、このことに限

らず、町全体のことを考えた場合に、この住

民の生活の安全・安心を考えた中の１つとし

て、仕事としてこれを免許を取り、仕事とし

て勤務時間中にこういうことをやることを御

検討をいただければありがたいと私は思って

おります。 

 これについて、今即答はいただかなくて結

構ですが、私が思っておりますのは、これに

ついて職務としてこういう状況でありますの

で検討をお願いしたいということをここで申

しておきます。 

 では、次６点目ですが、来年度、管理課に

ようやく置かれる指導主事。その活用のあり

方を十分考えていただきたいという質問をい

たします。 

○議長（橋本恭子） 服部議員、あと10分切

りましたので、短く。 

○服部千秋議員 わかりました。９分ぐら

い。 

○議長（橋本恭子） ９分ぐらいね。 

○服部千秋議員 過去に複数回にわたり本町

に指導主事を配置するようその必要性を述

べ、求めてきました。 

 直近では、平成25年第１回太子町議会定例

会（第441回町議会）一般質問等で、私は指

導主事配置について複数回本会議の中でその

設置を求めてきました。最終的な県の許可は

まだのようでありますが、次年度からやっと

指導主事を本町も配置することになり、その

活用が求められるところであります。 

 本町もやっとといいますのは、近隣ではも

う全て置いてるわけでありますので、本当に

やっと、やっとという思いであります。 

 この指導主事をきちっと活用して、本町の
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教育のソフトの面を十分内容を深めていただ

きたいと思っております。 

 (1)昨今の本町教育情勢の中、どのような

点を新しく配置する指導主事に求めるのか。

どのような点を深化させて教育行政を行おう

と考えるか。 

 (2)教育相談員は引き続き残すのか、廃止

するのか。昨今の本町教育情勢の中、私はこ

れまでいる教育相談員――これは管理課に置

かれてますが――も引き続き残し、新たに採

用する指導主事と教育行政全般について力を

合わせて取り組んでもらいたいと思います

が、町長部局は現在の教育相談員２名分の人

件費を次年度以降も確保すべきであると私は

思いますが、町長部局の見解はいかがか。 

 (3)管理課職員は、町民の意見をどのよう

に本町の教育に反映させるよう指導主事とと

もに取り組むか。指導主事に任せきりでな

く、管理課職員はもちろん、現場教員も、教

育長も、住民の声を吸い上げるように日ごろ

から取り組まなければなりません。どのよう

にするか、見解を求めたいと思います。 

 特に、管理課の職員においては、教員経験

がないので、そういった部分がわからないと

いう声も耳にしたことがありますので、ぜひ

とも現場のことを少しでも理解しようとして

いただいて、指導主事とともに、また教育長

とともに取り組んでいただきたいと思いま

す。答弁をお願いします。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。 

 指導主事についてですが、過去の一般質問

のお答えとも重なっておりますが、指導主事

とは学習指導や生徒指導に関する指導、助

言、学校経営上の支援、研修会等の企画、実

施など、町内の学校園や教員との直接的なか

かわりの中で、専門職としての指導、助言を

行うとともに、教育施策の企画、立案など、

教育行政を支える重要な職責を持って担って

いる職務であると位置づけております。 

 したがいまして、どのような点を指導主事

に求め、教育行政を深化させていくかという

ようなことにつきましては、先ほども申しま

したように、今まで以上により専門性を持っ

て対応するということに尽きると考えており

ます。 

 ２つ目にお尋ねの教育相談員とは、嘱託職

員として配置しております学校教育指導員の

ことであると考えますが、それらの人事につ

いて、教育委員会としては来年度も引き続き

２名体制で臨む方向で考えております。 

 ３つ目の管理課職員は、町民の意見をどの

ように本町の教育に反映させるよう指導主事

とともに取り組むのかというような件です

が、議員から指摘されるまでもなく、管理課

職員等は現在においても日ごろから住民や現

場の声を吸い上げて、教育行政に反映するよ

う取り組んでおります。 

 管理課職員としては、指導主事の専門性を

活用しつつ、より現場の理解に努め、今まで

以上に教育環境の向上に努力をしていきたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 (2)について、町長部局の

御答弁はないのでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 先ほど教育長が申し

上げましたとおり、学校教育指導員について

は２名体制で実施していきたいと、このよう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 わかりました。お答えがそ

ちらからなかったので、確認をいたしまし

た。そのようにしていただいて、私も喜んで

おります。 

 いろんな事柄が今、きょう午前中から他の

教育の点についても聞いておりますけれど

も、いろんな事柄があります。ですので、幾

らやってもやりきれないぐらい仕事があると

思います。ですので、これを十分教育長と指

導主事、よくタイアップしていただいて進め

ていただきたいと思っております。 
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 ある論文がありまして、この論文を別に細

かくここで言うつもりはありませんが、この

中に東京大学の押田貴久氏、「市区町村にお

ける教育改革と指導主事の役割～埼玉県行田

市の事例研究をもとに～」という中に、この

指導主事の役割の多くが現場を知っていてで

きるものであると。現行においては、本町に

おいて管理課の職員が現場を知らずに、人事

のことですとか、そういった事務的な事柄に

ついて職務をされてるわけですが、これから

はこの内容について管理課において現場をわ

かった者がいろいろとやってくれると。 

 行田市においては、その市の市長のいろん

な考えとともに教育の改革をやっているとい

う事例も紹介されていますけれども、本町に

おいてもぜひともこれでやっと近隣の市町と

同じ状態にまで、１人だけではありますが、

ついた状況でありますので、ソフトの面、こ

れからも十分にやっていっていただきたい

と、これは切に思うものであります。 

 新しい指導主事がつかれましたら、また何

か聞く機会があるかもしれませんけれども、

十分にやっていただくことを強く強く教育長

に求めておきますけれども、教育長いかがで

すか。 

○議長（橋本恭子） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 議員がおっしゃると

おり、新しい教育委員会制度も変わってまい

ります。また、中教審によって、道徳の教科

化、または英語の３年生からの取り組み等々

で、本当に目まぐるしく現場は変化しており

ます。 

 それにいち早く対応して、子供たちの学力

向上、教員の資質向上に努めてまいりたいと

思ってます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ぜひともよろしくお願いし

たいと思います。 

 先の行田市においては、この教育の特区の

ようなことを、30人学級とか英語活動につい

て、いろいろとされてる実績もあります。 

 そういったときに、指導主事の果たした役

割が非常に大きかったというふうに書かれて

おりますので、十分に指導主事とともにやっ

ていただくことを教員経験者として申してお

いて、これで終わりといたします。 

○議長（橋本恭子） 以上で服部千秋議員の

一般質問は終わりました。 

 次、堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 それでは、通告に従いまし

て、一般質問を行いたいと思います。 

 １番、障害者スポーツの推進について。 

 平成23年８月に施行されたスポーツ基本法

において、スポーツは障害者が自主的かつ積

極的にスポーツを行うことができるよう、障

害の種類及び程度に応じ、必要な配慮をしつ

つ推進されなければならないとされている。 

 文部科学省では、スポーツ基本法に基づ

き、平成24年３月にスポーツ基本計画を策定

し、年齢や性別、障害等を問わず、広く人々

が、関心、適性等に応じてスポーツに参画す

ることができる環境を整備することを基本的

な政策課題として、障害者スポーツの推進を

図っています。これは文部科学省のホームペ

ージから抜粋いたしました。 

 我が町では、社会福祉協議会等と連携し事

業を行っていると思います。障害者、障害児

の自立と地域社会への参加を推進しなければ

いけない立場を踏まえて、現状と今後の取り

組みを質問いたします。 

 (1)現時点では、町民体育館のバリアフリ

ー化やオストメイトトイレの整備が完了し、

受け入れ準備はできているように見えます

が、障害者の利用状況はいかがでしょうか。 

 (2)障害に対応したスポーツ設備はある

か。今後つくる計画はありますか。例えばシ

ッティングバレーやボッチャなど全国大会が

開催されるものです。 

 (3)障害者に対する知識や対応を行うため

の研修やマニュアルはありますか。今後その

ような予定はありますか。お願いします。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） ３点の質問がござ
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いましたので、１点目から答弁をさせていた

だきます。 

 まず、１点目の町民体育館のバリアフリー

化につきましてですが、町民体育館への進入

についてはスロープが設置されており、車椅

子での利用については支障はありません。 

 館内の設備についても、従来の身障者用ト

イレをオストメイトに対応できるよう改造

し、ハード面では障害者の利用に対しての受

け入れ準備は整っていると考えております。 

 体育館の障害者の方の利用状況ですが、ま

ず児童・生徒の発達支援事業所が利用してい

ただいております。 

 また、障害者手帳をお持ちの方がトレーニ

ング教室を終えて、トレーニングに来られた

りしております。 

 陸上競技場では、特別支援学校が陸上競技

交流大会を開催されたり、ふだんの利用が年

に数回、またマラソン大会には特別支援学校

の生徒にも参加をしていただいております。 

 ２点目の質問ですが、障害者スポーツに対

応したネットや支柱、道具などのハード面に

ついては、現在のところ準備はできておりま

せん。 

 現在利用していただいてる団体について

は、保有している設備に足らないものがあれ

ば、持ち込みにて対応をお願いしているとこ

ろでございます。 

 過去に利用があったときは、特別なもので

どこにでもないということで、利用者側がふ

だん練習で使用されている道具を用意されて

きた経緯があります。 

 利用種目や頻度を見きわめながら、必要な

ものがあれば今後検討していきたいと考えて

おります。 

 ３点目ですが、基本的な政策課題として、

障害者スポーツの推進を図るということか

ら、障害者の有無を問わず、健常者と障害者

が一緒にスポーツを楽しめることを目的とし

ております。 

 国、県、障害者スポーツ協会やレクリエー

ション協会などでは、一般の方を初め、スポ

ーツ推進員やスポーツクラブ21の指導者に対

しての研修が増えてきております。 

 スポーツ推進委員やスポーツクラブ21の指

導者はもとより、体育協会の協力も得て、近

隣で開催される研修会等には積極的に参加し

てもらうように呼びかけるとともに、障害者

スポーツへの理解や対応などについて研さん

を深めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 お話を伺った感じでは、現

時点ではハード面ではしっかり整備されてい

るということで、準備はしっかりできている

ように感じております。 

 ソフト面でも利用者はちゃんといるという

ことで御回答いただいたんですけれども、ス

ポーツをリハビリの一環として捉えた場合、

スポーツをリハビリとして捉えた感じでいく

と利用されている状況はあるなとは思うんで

すけども、スポーツとして捉える。例えば、

シッティングバレーでパラリンピックの代表

選手がこの太子町から出ましたけれども、ス

ポーツとして捉えての施設の利用ですよね、

目標づけといいましょうか、そういうふうな

大きな大会に向けて練習に励むっていうよう

な意味で、2020年には日本でオリンピックが

行われるということで、また同時にパラリン

ピックも行われると思うんですけれども、太

子町として競技力の向上っていう方向で推進

っていう目標はないでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 教育次長。 

○教育次長（宗野祐幸） 障害者の方につい

てのスポーツの観点から行きますと、やはり

太子町においても人口的に障害者のスポーツ

をやる方が今のところ少ないといいますか、

私が知ってる範囲では余りおられないという

ふうに思います。 

 その中で、全国大会に出場された西家さん

のような方が練習をできる体制といいます

か、そういったことに対しては、できる限り

協力ができるところであれば協力をさせてい

ただきたいというふうには考えております
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が、今のところ体育館の使用については、ス

ポーツを前提に置いた利用といいますか、そ

ういったことには対応ができるものであれば

対応はしていきたいというふうに考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 そうですね。 

 地域が積極的に障害のある人もない人も一

緒に楽しめるようにつくる機会が必要だと私

は考えております。 

 この件に関してはちょっと最後になります

が、26年度の町長施政方針の政策１、「健康

でいきいきと暮らせるまちづくり」の中でと

いうところで、「スポーツを通じた健康づく

りや仲間づくりを目的とするスポーツ教室に

つきましては、さらなるメニューの充実と老

若男女で楽しめるニュースポーツ・レクリエ

ーションの普及促進に取り組みます。」とあ

ります。 

 障害の有無に関係なく交流できるレクリエ

ーションスポーツを推進すれば、地域とのつ

ながりが生まれ、お互いに社会が広がり、さ

らには競技としてのスポーツに発展すれば目

標を持つことになり、生きがいややる気の醸

成ができる社会参画につながります。 

 スポーツは健康増進だけでなく、人をつな

げ、地域文化に貢献できるツールです。ぜひ

とも障害者の目線に立った取り組みを続けて

いただきたいと思います。 

 次です。大きい２番です。 

 子供たちが自由に遊べる環境の整備につい

て。 

 親はいつの時代も子供を健やかに育てたい

ものです。しかし、生活が豊かになり、物が

あふれる環境に対応するかのように、子供の

遊びも変わってきました。公園の端では子供

たちがゲーム機で遊び、親は家事や仕事に追

われ、会話の機会が少なくなってきていま

す。そのような環境下で、空気を読めない、

居場所を見つけられない等コミュニケーショ

ン能力が未発達のまま子供たちが成長してい

ると言われています。 

 かつての子供たちは、友達と外で遊んでい

ました。鬼ごっこや木登りなど、時間や場所

などにとらわれることなく、暗くなるまで遊

んでいました。今の子供も好奇心の塊です。

わくわくすることが大好きで、遊びの天才な

んです。 

 そんな現代の子供たちが唯一遊べる場所は

公園です。その公園ですら、禁止事項がたく

さんあります。芝生に立入禁止の張り紙や大

声は出してはいけない、ボールで遊んではい

けない、遊具には危険の張り紙等が張ってあ

ります。一体何をどうやって遊べばよいの

か。友達とけんかをし、人を傷つけてしまっ

たことを反省し、壁を越え、木に登って危な

いことをしてよいかげんを学んでいました。

また、それを自分より小さい子供たちに教え

たりして社会性を磨いていくのです。 

 日本は高齢化社会に突入し、太子町も例外

ではない。これからの太子町、日本を背負っ

ていく大人になってもらうためにも、親、地

域、行政みんなで見守る必要があると思いま

す。これらを踏まえて、町長に質問します。 

 教育、青少年の健全育成、福祉的な面、子

供医療、公園などの都市計画、さまざまな面

で関係してきますが、行政は縦割りになりが

ちな面がありますので、町長として次代を担

う子供たちの居場所づくり、環境の整備に対

する思いを職員、町民に方向性を示すべく答

弁をお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 子供たちは集

団の中での遊びの中から、さまざまな生きる

力を会得していきます。しかし、子供たちの

遊ぶ自由を管理しているのは、実は親である

ことも事実であります。子供の安全のため、

いろいろなことを制限し、公園ができ、自然

を探索できる遊歩道ができても、親がそこに

行かせることをしなければ、遊ぶことはでき

ないことになります。 

 遊ぶことの重要性を認識している家庭、保

護者は、既に遊ぶ機会を上手に提供しておら
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れます。外遊びをさせたり、友達との遊ぶ機

会を認めたり、社会教育課で実施しているあ

そびっ子教室を活用したり、ジュニアリーダ

ー養成講座に参加させたりして、集団の中で

活動されておられます。 

 本町といたしましても、これからも遊べる

機会を提供していくことや、保護者に働きか

ける機会を模索していきたいと考えておりま

す。 

 また、公園等の整備や管理運営につきまし

ては、利用者や周囲の住民の方々への安全や

住環境への配慮など、気持ちよく利用してい

ただくための一定のルールや利用者のマナー

は必要であると考えております。 

 現在整備中の総合公園整備におきまして

も、周辺の自然を活用した環境教育や世代間

交流による遊びの体験など、さまざまなソフ

ト面での検討を進めていきたいと考えており

ます。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 私のほうから

児童福祉の観点から、就学前の子育ての環

境、居場所づくりにつきましては、子供たち

が人間としての尊厳を保ちながら、公平な目

を持った社会人として成長するには、長い目

で見ますと乳幼児期における親子の温かいか

かわりが非常に大切になってきます。 

 人間としての全ての基礎が形成される乳幼

児期にスポットを当て、親のあり方、かかわ

り方を考えようと、本町では子育て学習セン

ターのびすくにおいて、親同士の活動、親子

の活動や触れ合い、新しい出会いを大切に、

思いやりを持って子育てできる環境を提供し

ています。 

 また、児童館におきましても、児童に健全

な遊びを通して、健康を増進し、情操を豊か

に育成し、人間形成に重要な環境づくりに努

めております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 堀卓史議員、町長に求

めとってんですよね。 

 議員さん、町長に求めとってのわけです

ね。 

○堀 卓史議員 そうです、はい。 

○議長（橋本恭子） 町長。そうですか。２

人でいいですか。 

 ほな、堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 町長にお答えいただきたか

ったというのが本音なんですけれども、お答

えの中でハード面でもそろえていかないとい

けないけれども、親として、地域として全体

的に見守っていかないといけないという答弁

がありましたので、私もそのように思ってお

ります。そうですね……。 

○議長（橋本恭子） 答弁、もういいです

か。 

○堀 卓史議員 そうですね。本来なら町長

に答弁いただいて、町長が方向性をお示しに

なるんであれば、職員ともどもその方向向い

てやっていかなければいけないので、そうい

うふうに答えようと思っとったんですけど

ね。ちょっともう……。 

○議長（橋本恭子） ２人の部長が言われた

ことで、広い範囲の通告ではあったんです

が、どうでしょうか。 

○堀 卓史議員 そうですね。その２人の部

長が答えられたのもよくわかっております。 

 今まで何回か質問させていただいた内容で

もありますし、私もそういうふうに理解して

いるんですけども、本当は町長にこの方向性

を示していただきたかったということで、町

長にっていう形で通告させてもらったんです

けれども、ちょっと町長一言いただけないで

すかね。 

○議長（橋本恭子） 町長。 

○町長（北川嘉明） 答弁内容につきまして

は、堂本部長、そしてまた井手部長が答弁し

たとおりであります。 

 僕はこの質問をいただいたときに、堀議員

の意図としてるのは、これからのことも考え

ておられるのかなと思って、ある意味答弁書

の内容もこんなん書いたらというようなこと

も言いました。 

 要は、先ほどから言うてますように、本当
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に遊ぶことを知らない子供たちにどうやって

教えていかなきゃならないのかということも

踏まえ、先の首藤議員のときにもありました

ように、ＰＴＡの保護者の方との話し合う機

会を持つというのもその１つとして考えて今

回実施させていただいたんです。 

 要は、元気な子供をつくれば太子町も元気

になり、それにつられて大人も元気になって

いく。元気なまちをつくろうと思うのが私の

考えの１つにありますので、そういった件、

今堀議員の質問にあったようなことも、でき

るものから順番にしていきたいと思ってます

ので、よろしくお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 そうですね。 

 地域みんなで見守って育てていくことが本

当に大切やと思いますので、余り行政も縦割

りになるんじゃなくて、みんなで守っていこ

うという姿勢でやっていただけたらというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 以上で堀卓史議員の一

般質問は終わりました。 

 次、平田孝義議員。 

○平田孝義議員 ７番日本共産党平田孝義、

通告に従いまして質問をいたします。 

 １つ目がこども医療費の中学校卒業まで無

料化で子育てしやすい太子町を望むというこ

とでございます。 

 太子町では、兵庫県の福祉医療助成事業、

こども医療助成事業に基づき事業を行い、町

の単独事業として、現物給付方式により入院

一部負担金を無料化、小学４年から中学３年

までの通院医療費について県助成措置を拡充

し、一部負担を１日800円まで、月２回まで

抑制している。 

 本年７月より単独事業として３歳誕生月ま

での乳幼児に係る通院一部負担金の無料化実

施を行っている。貧困の広がりの中、子育て

世代は経済的困難の中で、今子供の笑顔に励

まされながら仕事や子育てに懸命に取り組ん

でおります。 

 そこで、経済的事情にて、子供たちが必要

とする医療を受けにくい状況は確実に広がり

つつあります。安心して子供を産み育てられ

る太子町を願い、再度質問させていただいて

おります。 

 貧困と格差の広がる中で、子育て世代は経

済的困難であり、その犠牲となるのが子供た

ちであります。 

 そこで、提出させていただいております、

ちょっと資料を見ていただいたらありがたい

んですけど。 

 この資料は、厚生労働省の毎月勤労統計調

査からの作成であることを示したものであり

ます。 

 従業員５人以上の事業所を2012年７月から

９月までと、2014年７月から９月までの調査

により２年間対照にしたもので、アベノミク

スによる政策にて気になる労働者の動向であ

ります。 

 報酬などで正規雇用者数が減少、それに反

比例して非正規雇用者が増え、それに対する

雇用者報酬が実質減少していることでありま

す。 

 さらには、物価が上がる中で、年収200万

円以下の人たちが29万9,000人も増えており

ます。 

 今現在、全国で1,119万9,000人と月収15万

円から16万円の人たちが多くおられ、また一

方大企業の経常利益は増加しているのに、下

記の図を見ていただいたらわかると思うので

すが、現金給与総額は15カ月連続減少してお

ります。 

 この格差は、地方に行けば行くほどひどい

ということで、私がいつも景気の低迷後とい

うことを述べておりますので、当局に対して

少しでもわかっていただいたらいいかなとい

う、そういった目安で今回この資料を提出さ

せていただいております。 

 そこで、このような雇用、経済的動向の実

態の中で、子供育ては大きな不安であり、お

金の心配なく子供を病院に連れていけるこれ

からの少子化対策支援としてどう考えている
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のかについて、２点をお伺いいたします。 

 (1)西播地域の自治体の中で、当町はこど

も医療費無料化が遅れている。いつも質問に

対しては検討しているとかということを聞く

わけでありますが、どのような検討をしてい

るのか。 

 また、(2)予算として推定的に5,500万円あ

れば実現できるんではという、私のこれはち

ょっと病院関係いろいろな調査した関係で算

出したことなんですけど、どのぐらいの予算

が当局としては必要なのか、この２点をお伺

いいたします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） それでは、ま

ず１点目でございます。 

 子育て支援は、安定かつ持続可能な制度で

なければならないと考えております。限られ

た財源の中で受益と負担の関係にも配慮しつ

つ、安定的、効果的な子育て支援を行うとい

う観点から、医療費無料化の実施について検

討しております。 

 そのような中、御承知のとおり、今年度よ

り３歳までのお子様に対する医療費の無料化

事業を実施しているところです。 

 これは、身体の発達が未成熟な低年齢層ほ

ど病気のリスクが高いと考え、財源の問題、

またより効果的な事業実施という思いから事

業化を図ったところです。財源的には、年間

約1,300万円の経費を見込んでおります。 

 確かに、対象年齢を広げれば広げるほど事

業効果は大きくはなりますが、その分必要と

なる財源も高額となります。 

 仮に、本町で中学３年生までを無料化とし

た場合、新たに約4,000万円の一般財源が必

要となり、この所要額を中・長期的に安定し

て確保できるめどが立たないと、事業を実施

することは難しいと考えます。 

 福祉サービスは単年度で完結するものでは

なく、中・長期的に安定して提供できなくて

はなりません。 

 現在のところは、３歳までのお子様に対す

る無料化を継続して実施し、対象年齢の拡大

については財政状況や住民ニーズ、また県の

助成制度の動向など総合的に勘案した上で、

引き続き検討してまいります。 

 次に、２番目でございます。 

 先ほども少し述べさせていただきました

が、今年度から実施している３歳までの無料

化で、約1,300万円を見込んでおります。 

 対象年齢を拡大した場合、就学前の児童ま

でだと約1,500万円の負担増、小学３年生ま

ででは約2,800万円の負担増、中学３年生ま

で対象拡大いたしますと約4,000万円の負担

増となり、御指摘のとおりおおむね5,300万

円から5,400万円の財源が毎年必要となる見

込みであります。 

 これらは町単独事業ですので、全て一般財

源となります。 

 子供の医療費無料化は子育て支援の一つの

柱であると考えますので、引き続き対象年齢

の拡大に向け、検討してまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 こども医療に関する関連し

た話を回答いただいたんですけど、西播地区

の実態を踏まえ、町としてどうなのかとの見

解で、今後についてさらなる検討、予算化

と、どのぐらいの予算になるか、部長のほう

から今的確な金額、また予算に対する推考が

今の状態では無理だといったことを回答いた

だきました。 

 兵庫県では、宝塚、高砂、篠山、または南

あわじと各市が今年の中学３年までの医療費

完全無料化を実施しております。 

 また、さらには姫路市ではこれまで無料化

に対する意見書が出されている中、共産党を

中心とした一部の議員のみでの賛成であり、

反対多数によってこれまでは否決をされてま

いりましたが、先月の９月議会では所得制限

にしても３億円しか変わらないということま

で示し、実際のところ８億円の予算を立てな

くては完全無料化にならないということも聞

いております。 
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 そういった中で、今回は自民党会派初め、

各派の全会一致で議会においては採決された

と聞いております。 

 それに対し、石見利勝市長は制度の拡大を

含め、この制度というのは３億円ですね、こ

れも含めて今回は検討しますという答弁があ

ったそうで、ここで姫路市が実施するとなれ

ば、西播地区ではうちと上郡、２町となりま

す。 

 そこで、再度質問いたします。 

 今度の予算的にはどうなるのかということ

で尋ねておりますから、北川町長にこれ実際

聞きたいんです。今5,300万円があれば完全

無料化が可能であると。子供たちが医療を受

けることができにくい状態が広がりつつある

ことを西播地域の自治体は理解を示し、次々

と無料化の実施を踏み切っておられます。 

 西播地域、どこに住んでても子供たちの命

の重さっていうのは同じだと思うんです。安

心して子供を産み育てることについて、太子

のトップとして北川町長はこの件についてど

のようにお考えか、ちょっとお答えをいただ

きたいんですけど、お願いします。 

○議長（橋本恭子） 町長。 

○町長（北川嘉明） 平田議員もいろいろと

研究をされてると思いますが、実際中学３年

生まで無料にしたときに、中学生がこの無料

の恩恵をどのように受けているかということ

をやはりよく考えておかなければならないと

私自身は思っております。 

 今年度から３歳までとりあえず無料化にさ

せていただいて、まだ７月からだったと記憶

してますが、数カ月しかたってない、まだ１

年もたってない段階に、来年４月から次何歳

までするような、そういった政策の変更はい

たしません。 

 よって、当分の間は３歳までの無料化を続

けたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 この質問をどうして町長に

したかというのは、もちろん完全無料化、よ

そがしてるから、これをまねしてくださいよ

ということもあるんですけど、確かに太子は

太子の政策、いろいろそれに対する優先的順

位で災害のこととか、またいろいろ道路のこ

ととか、そういうことがあるので、余りしつ

こく質問とは思ってなかったんですけど、私

どもの自宅のほうにちょこちょこ子供育てる

親御さんから電話があるんですよ。太子町は

なぜ無料化にならないのかとか、それに病気

で実際に行かれてる、アトピー性で頻繁にお

医者さんに通って大変ですと。それとまた、

１回200円、また２回行けばその分また増え

る。それに薬が院外の処方によって、病院の

場合は負担が大きいとか、通院も中学３年ま

でほかの市がやってるのに、何でやってくれ

ないんですかという、こういう意見があるん

です。 

 無記名で来るんだったら、この話も聞かな

いんですけど、名前を聞いたら住所も教えて

くれるし、私はどこどこの誰ですということ

も聞いております。 

 先ほど、ときめきスクールですか、そうい

う中で、町長が子育ての人らと話し合う場が

あったということで、こんな話が何で出ない

のかなと。私の家に電話かけてくるのに、町

長に何で言わないかなと。 

 僕もいつも言うのは、私が決めることじゃ

ない。当然、町のトップがこの議案決めるん

ですよと、それに携わるトップの方たちが決

めながらしますんで、とりあえず議会では私

は一応また話してみますねということで、た

だただそういうことだけで電話を切っており

ます。そういうことで、町長のほうにお願い

をしたわけであります。 

 あと１点、ちょっとお聞きしたいんですけ

ど、5,300万円ですかね。この予算が組めな

い、やっぱり新庁舎に多くの予算をつぎ込ん

だために、はっきり言うて本当のところ予算

組めないのではと私はこのように思うんです

けど、この件についてはどうなのか、本音を

聞かせていただきたいんですけど、お願いし

ます。 
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○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 予算のことですけ

ども、これについては総合的に判断して予算

を組まざるを得ない。 

 確かに新庁舎のことで多額の予算が要るこ

とも間違いございません。 

 しかしながら、今何が必要かということを

それぞれ予算査定の中で考えて、必要なもの

は必要で置いていくと、そういうことで御理

解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 私も一応無料化になれば、

本当に親御さんや子育てしてる方々のために

少しでもお役に立ったかなと思うんですけ

ど、当局がどうしてもということになれば、

これ以上のこと言ったって、ここで言ったっ

て水かけ論でありますんで、先ほど資料にて

説明させていただいたように、親の経済的事

情、また政治のゆがみによって貧困の格差っ

ていうのはこれからどんどん広がっていくも

のと推定されます。そういった住民、若い人

たちの切実な思いの中から、今回も回答を求

めたわけであります。 

 今後、近隣地域の自治体の動きをしっかり

と検討していただき、今後の少子化対策にお

いて、いつでも元気な、いつまでも、また太

子町が実現可能となるためにも、新庁舎建設

だけに力を注ぐのではなく、どこに住んでい

ても子供の医療費の負担に格差が生じない、

同じ助成ができるようなことを求めて、次の

質問に参ります。 

 次の質問ですが、災害に強いまちづくりに

ついての質問です。これも再三にわたって私

質問をしとるんですけど、いろいろとお金に

絡むことがございましたので質問させていた

だいております。 

 先の議会（９月）において、それぞれ防

災、災害に関する質問を行い、回答を得てお

ります。 

 防災対策として、避難場所と避難経路など

安全性について地元住民と話し合いをしてい

きたいということを前回では総務部長のほう

からも回答いただいております。 

 災害時において、その経路が確認できない

状態も考えられるので、それらの対策を踏ま

えて、防災訓練においてＰＲしたいと。 

 同報系防災無線についても、災害時におけ

る避難情報を住民に周知するための伝達手段

として必要なものであるが、太子町としての

地域特性や、またその整備に莫大な費用を要

するので検討したいという回答をいただいて

おります。 

 (1)の避難場所について、①防災訓練、Ｐ

Ｒはどのようにどの内容で行われ、避難場

所、危険箇所の再把握について、地域住民と

一度十分に話し合いをして確認をしていきた

いとのことであったが行われたのか。行われ

たとしたら、いつどこで実施したのか。 

 それと、②の原池団地、南側ヒナサイ山の

大雨に対する対応など、どのように考えてい

るのか。 

 これも資料を出しております。これは、ま

た後ほど説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 (2)の同報系防災行政無線について、①同

報系防災行政無線についてはかなりの費用が

かかるということだが、予算化するとどのぐ

らいかかるのか。地域の特性とはどういうも

のなのか。 

 ②同報系防災行政無線の整備に係る国の補

助金のメニューを対象とする地方債はないの

か。 

 ③同報系無線のメリットは、住民全員に一

斉に情報提供、即時情報が可能、双方向通信

が可能でより早く、正確に一斉に住民に伝達

することができる。この機能と活用について

どう考えているのかについて、この３点、防

災無線については問います。お願いします。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 私のほうから１問

目の１点目と２点目についてお答えさせてい

ただきます。 

 まず、今年度10月26日に斑鳩地区11自治会
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を対象に、斑鳩小学校をメイン会場として、

防災訓練を実施しました。 

 各自治会ごとに訓練会場である斑鳩小学校

までの安全な避難経路について事前に選定し

ていただき、訓練当日においても避難訓練を

実施しながら、地域住民が危険箇所などの確

認を行っていただくとともに、また状況によ

っては迂回路の検討を行っていただくよう周

知し、訓練を実施させていただいたものでご

ざいます。 

 避難場所、危険箇所の再確認についての住

民との話し合いにつきましては、今現在県が

特別警戒区域の選定を行っております。太子

町は再来年度に判定の有無が出されるという

ことでございますので、それを受けてハザー

ドマップを見直ししたいと考えております。 

 その時期に危険区域やら浸水箇所等を記載

した防災マップも見直しを予定しておりま

す。 

 その際、地域住民との危険箇所がないか、

また浸水多発箇所はないか等について、住民

等と話し合いをしていくという予定をしてお

ります。 

 次に、同報系無線の御質問でございますけ

れども、同報系防災行政無線の整備について

は、町独自の防災情報ネットワークを構築す

るシステムで、双方向通信を除く場合は１億

6,000万円程度の費用がかかると見込んでお

ります。 

 双方向通信が可能なシステムでは、機器の

追加の内容により若干異なりますが、２億

5,000万円程度の費用が必要です。 

 太子町の地域特性としては、面積が

22.62平方キロメートルと非常に狭い地域で

あり、町内の端から端っこまで車両による移

動も10分から15分程度で移動可能でございま

す。 

 また、災害における警戒時には職員を各地

域に巡回させ、危険な状況であれば本部から

の指示を受け、各地域に避難広報等瞬時に発

信することも可能であり、地域住民への災害

広報を行う上では効率のよい地域であると考

えております。 

 次に、同報系無線のメニューでございます

けれども、国の制度としては、緊急防災・減

災事業債の対象となります。 

 これにつきましては、充当率が100％で交

付税算入率70％ということになっておりま

す。 

 また、国庫補助金ですけれども、防災・安

全交付金事業ということで、交付率２分の１

以内での対象にもなります。ただし、これは

併用できるものではございませんので、どち

らか一方を選ぶということになります。 

 次に、３点目の同報系防災無線のメリット

等でございますけども、９月議会でも答弁い

たしましたとおり、同報系防災無線の導入に

ついては、地域特性と費用を勘案して検討し

ていきたいと考えておりますので、その機能

や活用についても研究していきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） １番目の２問

目のヒナサイ山のことについて回答させてい

ただきます。 

 平成15年度より県事業で実施された治山事

業以来、豪雨時にはヒナサイ山からの山道を

通り、既設の水路に雨水が集中して、あふれ

出した雨水が原勝原線や原池団地内に流入す

る状況が近年多発しております。 

 本町といたしましても、そのたびに浸水や

流入防止対策として、雨水会所の増設や横断

水路の設置を行ってきましたが、想定以上に

流入量が多く、根本的な防止対策に至ってい

ない状況であります。 

 そのため、雨水対策について、関係機関協

議を行い検討した結果、根本的な雨水排水対

策事業が必要であるとの見解に至りました。 

 今後は、できる限り早期に現況調査と具体

的な施工検討を行い、雨水対策事業の計画を

まとめたいと考えております。 

 また、あわせまして、砂防工事につきまし

ても、雨水対策事業と並行して県に継続要望
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していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今避難訓練とか避難場所、

またそういった中で、自治会を通じて話し合

いがなされたと。さらには、危険箇所の把握

について、そういったことの説明を今聞きま

した。 

 さっきハザードマップのことでも検討をま

たこれから進めていくということも言われて

おりましたけど、今大津茂川の１時間総雨量

が66.2ミリですか、あれで言うたら、そうい

った中で決壊になるんじゃないかという予想

が出されているということも書かれておりま

す。 

 それと、林田川の場合は、24時間で総雨量

が196ミリと書かれているんですけど、今頻

繁に豪雨災害が各所で起きて、そんでまた災

害から命を守る自治体、そういうことにどの

自治体もそういう情報戦略、避難状況とか危

険地域情報を事前に分析しながら頑張ってお

られる自治体が多く出ております。 

 そういった中で、災害に対応できる、先ほ

ど同報無線、これも必要かなと私はお願いを

したわけであります。 

 そこで、何点か水害に対する危険箇所など

について、この危険箇所というのが考えられ

ないところにあるのではないかということ

で、私もちょっといろいろと太子町の場合の

状況を調べてみました。 

 そういう中で、言うたら危険箇所のポイン

トということだけで今回は質問をさせていた

だきたいと思うんです。 

 近年、太子町は大規模な住宅造成に伴って

水害リスクがある大津茂川周辺の造成開発に

よる住宅地の拡大、これも川の堤防より低い

位置にあるというのが少し気になったもん

で、水害リスクの多い水田耕作地に住宅を構

える石海地域の太子ニュータウンなど、生活

の必要性に起因して、災害リスクの高い土地

に人が住まざるを得ないケースは大変多い。 

 そこで、この人たちの避難情報に対する発

令体制の整備、また避難勧告、避難指示など

はということをどのように行っていくのか。

この人たちの避難情報発令体制の整備、そう

いうことを例えば各川の水位観測による水位

が危険水位に達するときの確認は、これは誰

が判断するのか。気象庁の情報によって、降

水量の予測は確かに確認されます。でも、局

地に豪雨が一気に降るっていう、今言われる

ゲリラ豪雨ですか、そういったものが直前に

ならないと予測判断が難しいという中で、こ

の点についてはどのように考えておられます

か、お答えいただきたいんですけど。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） それぞれ避難の準

備だとかそういうものにつきましては、それ

ぞれ災害が起こりそうな時期に当然警戒本部

として本部を立ち上げ、現地巡回を行って実

施してまいります。 

 一概的に雨量が何ミリだから直ちに避難勧

告を出すとかということではなしに、現場の

状況も常に見ながら、そういうことは総合的

に判断していきたいと考えておりますので、

一概に基準はどれどれや、どういうふうにす

るというようなことは、その都度その都度検

討していきたい。 

 もちろん、防災計画上にはそういう何ミリ

という基準は設けておりますけれども、やは

り今般の災害は特殊なところがございますの

で、やっぱり現場を常に回って確認して、総

合的な判断を下したいと思っております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今総務部長が言われたよう

に、確かに災害というのはいつ起きるかわか

らない。 

 でも、これはやっぱり災害に直面したこと

がない太子町ですから、これから先何がある

かわからない。そういうことも加味した上で

考えていただきたいということでお願いをい

たします。 

 それと、ヒナサイ山の大雨に対する先ほど

経済建設部長のほうからちょっとお話があっ



－83－ 

たんですけど、これに対するヒナサイ山には

流れ出す土砂を食いとめる砂防壁、これが何

カ所かあります。 

 その砂防壁が完全に土砂が埋まってるとい

う、そういったことで効力がないということ

が考えられます、確認したら。 

 これはもちろん県の事業で行っており、当

局担当者はこの現場を確認に行かれたのかど

うなのか。 

 これまで、前町長の首藤氏、現町長の北川

町長への平成24年10月10日、ヒナサイ山から

の雨水対策及び土砂崩れの後の対策について

の願いが原池自治会より提出され、それなり

に道路に面した対応は確かに課せられたもの

であって、今後土砂崩れに対する対応はどう

されるのか。 

 先の２点とあわせて少しどうするんかお尋

ねしたいんですけど。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 言われるとお

り、県の事業で砂防ダムが何カ所か今現在あ

ります。 

 なおかつ、そのダムには雨水が降るたびに

土砂と一緒に土石を運んで、そこに堆積して

いるというのも確認しております。 

 ただ、土石はそこでとまるんですけれど

も、水のほうは合流してどんどん水かさが増

えて、一気に山道を駆け抜けてきて、そこで

土砂ごと道路を塞ぐというような状況が続い

ております。 

 これに対しまして、太子町としましても県

のほうにまだ未整備である砂防壁をつくって

いただくようにお願いをしているんですけれ

ども、まずその雨水の対策をしないと事業と

してはなかなかできないということで、太子

町においてまず先に雨水対策をしてほしいと

いうことで県とも協議をしまして、現況も把

握しておりますので、その雨水対策について

方法を今検討中でございます。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 先ほど提出の資料のほう見

ていただいたらわかるんですけど、提出の資

料の２ですけど、これは2012年６月19日の台

風４号が近畿地方に接近したときの天気図が

左のほうに載っております。 

 ちょうどこの時間帯、８時ですね、この時

間帯その位置だったということを気象庁にも

調べております。 

 それと、雨量を示した水系名、揖保川のも

のであり、写真はそのときの原池団地の南の

ヒナサイ山から流れ出した水量の状態であり

ます。 

 上の図を見ていただくとわかるように、写

真を写された時間が上から８段目、６月19日

午前８時、これは上川原で時間21ミリの雨量

があった時点での写真です。 

 このとき、原からの勝原の幹線道路――あ

れ町道ですかね――一部道路が水没によっ

て、通勤時に重なり、車の故障などによって

一時通行どめになっております。 

 このときの時間的雨量は21ミリですけど、

これがたまたま時間的雨量が50ミリ降ったら

どうであったのかということを推定した上

で、私はヒナサイ山の件についてお願いをし

ております。 

 これまで各地で一瞬で生命、財産、家財を

失われた被害者の人たちの苦しみは深刻で

す。時間雨量が100ミリを超える雨量が今年

で32回あったと知らされ、また24時間200ミ

リを超える雨量が今現在では３倍に増えてい

ると。これまでにないことで、もし起きると

する中で、生活圏の安全をどうすれば確保で

きるのか、現在雨量に関する危険性をリアル

に受けとめて、危険地域、危険箇所に対して

腰を据え、対策に取り組んでいく必要がある

のではないかということで、災害は起きてか

らでは反省にもならないし、そういったこと

で必ず早いこと実行していただきたいことを

お願いいたします。 

 次に、防災行政無線同報系整備についての

回答を先ほど総務部長のほうからいただきま

した。２億5,000万円を要するんではないか

と。一般財源された消防防災設備費補助金の
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メニューを対象とする地方債があるのではな

いんですか。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 先ほど説明しまし

た防災安全交付金事業ということで、今社会

資本整備事業の中でこの補助金というんです

か、いわゆる交付金はございます。２分の１

の補助で、それに対していわゆる一般公共事

業債等はございます。 

 それをあわせまして、全体で例えば総事業

費に対する59％は国の補助なり交付税という

形で来るという形のメニューになっておりま

す。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 僕がちょっと調べたので

は、太子町は面積が22平方キロメートル、人

口約３万4,000人で、基本設計が1,000万円か

ら2,000万円程度で、親局ですか、これが

3,000万円から5,000万円程度、ほんで子局、

400万円から500万円程度、子局の場合は数が

幾らになるかによって違うんですけど、目安

として２億円かからないのじゃないかなと思

うんですけど、これどうなんですかね。消防

庁のほうから調べたあれではそうなってるん

ですけど。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 先ほど答弁の中で

申し上げましたけども、同報系防災行政無線

といいましても、双方向といわゆる単方向の

ものがございます。 

 たつの市が整備されているのは単方向とい

うことで、これにつきましては太子町で整備

する場合は１億6,000万円程度で、双方向と

いうのはいわゆる子機のある子局から本部に

対して連絡がとれたりということで、双方向

通信ができるというものでございます。これ

については、機器の種類等によりまして若干

大きく異なりますけど、平均的なもので２億

5,000万円程度というふうに御回答させてい

ただきます。 

○議長（橋本恭子） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 両方で話するということも

大事かと思うんですけど、僕が言ってるのは

役場からの指示、それが一方方向で住民に知

らされるということで、私はこの無線の話を

したわけなんです。 

 それと、今回の庁舎建設の目的は災害拠点

となる庁舎であることということがうたわれ

ており、住民に対する安心・安全のまちとし

て一番に必要なのではないかなという中で、

この無線っていうことを私はお話をしたわけ

であります。 

 これが一度に不特定多数の住民、同じ内容

の情報を短時間で、広報車や緊急車両が入れ

ない最悪の場合でも、平常時における生活情

報や広報を初めとする利用方法もあり、災害

情報のみならず、いろいろな面で利用方法が

考えられると。 

 そういった中、アイデア次第では人件費削

減と効率のいい安全・安心の町に結びつくも

のと考え、私はこれを質問しております。先

ほどの費用も、いいものであれば２億

5,000万円、役場のほうから発信となれば１

億5,000万円、そうなればこれも可能ではな

いかなと私は思うんですけど。 

 最後にいつでも起きるかわからないという

のが最近の雨の状態、また災害であります。

これまで太子町において災害ないことにより

思いつかないこともあり、一度何か起きたら

大変なことになります。 

 そこで、災害が起きない各地の事例をもと

に分析をきっちりと行うとともに、事前に机

上訓練、また実地訓練などを通じて問題点を

洗い出していただき、いつどこで何が起きる

のかわからない昨今だから、安心・安全の町

をつくるのを進めるためにも、少しの予算を

災害対策の上でも削らず、ここ一番考えてい

っていただきたいということを提言して終わ

らせていただきます。 

○議長（橋本恭子） 以上で平田孝義議員の

一般質問は終わりました。 

 次、井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 ９番井川芳昭、通告に従い
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まして一般質問いたします。 

 その前にちょっと文書の訂正をお願いした

いんです。通告文書の２行目のところの日付

になるんですが、昨年と書いてあるところ、

2011年の間違いでありましたので、この場で

訂正し、おわび申し上げます。 

 それでは、太子町の救急体制についてとい

うことで一般質問をいたします。 

 現在、太子町は西はりま消防組合の中で、

救急車両においてもその中で機能していると

思う。 

 山形県山形市では、2011年10月31日の午前

５時、ひとり暮らしの男子大学生が体調が悪

いと自宅アパートから119番通報し、自宅の

住所も伝え救急車両を要請したが出動させ

ず、近くの病院を案内してタクシーで行くよ

うに促し、大学生本人には確認をとりました

が、結果、案内された病院には連絡できず自

宅で死亡してしまい、発見されるまでに８日

もたっていて、死亡原因もわかっていないと

いう痛ましい事案が発生をしています。これ

を踏まえて、本町の西はりま消防組合での現

状を伺います。 

 １、在宅の住民から119番通報が救急指令

センターに入った場合、どういった内容のこ

とを確認しているのか伺う。 

 ２、その際にどういったことを言った場合

に救急車両の要請と判断し出動させるのかを

伺う。 

 ３、在宅住民の意識が余りない中での

119番通報が救急指令センターに入った場合

の対応はどうなのか伺う。 

 ４、在宅住民の意識があるかないかわから

ない状態で119番通報が救急指令センターに

入った場合の対応はどうなのか伺う。 

 ５、その際に意識があるという判断をした

場合、その後の対応はどうなのか伺う。 

 ６、在宅の住民から119番通報が救急指令

センターに入った時点で救急車両が出払って

しまっている場合の対応はどうなのか伺う。 

 ７、在宅の住民から119番通報が救急指令

センターに入ったとき、どういった場合に拒

否をすることができるのか伺う。 

 ８、救急車両が現場に到着してから各病院

への搬送先については、どういった手順にな

ってるのか伺います。 

 これについても、私どもは山形県の事案に

ついては当初から承知したわけでもなく、住

民との会話の中で知り得たことであります

が、本当に対岸の火事ではないなというふう

に思いまして少し調べてみましたが、ＳＮＳ

等のネットワークサービスとかの記事であり

ますとか意見、119番通報の録音内容の掲載

または配信もされております。 

 私どももこれをちょっと興味深く拝見し、

非常に残念な事案であったんだなというふう

に感じました。 

 当太子町においても、西はりま消防組合の

広域化の準備が24年４月から行われ、翌25年

２月３日に組合設置の宣言式があってから、

丸２年を迎えていくようなことになっている

んですが、これまでの西はりま消防組合の中

においても緊急出動の要請を断ったとか、要

請があったが行かなかったということについ

てもわかる範囲で構わないので、話の中で答

えていっていただきたいというふうに思いま

す。 

 今回、この質問をするに当たって、これに

ついては西はりま消防組合の範疇ということ

で、委託先ということで、町当局に聞いてい

ただいてもどうかというような話もありまし

た。 

 しかしながら、私どもこういったこと常に

知っておかないとという立場でもございます

ので、確認をしながら話していきたいと思い

ますので、回答のほうよろしくお願いをいた

します。 

○議長（橋本恭子） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 平成23年に山形市で

起こった大学生死亡の事案につきましては、

私どもも大変痛ましいことと考えております

し、住民の皆様の生命、財産を守るべき私ど

もとしましては、より一層の安全・安心体制

の構築に努めていかなければならないものと
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改めて感じたところでございます。 

 さて、お尋ねのあった救急搬送業務の具体

的な方法などについてでございますが、議員

御承知のとおり、常備消防業務は現在西はり

ま消防組合で行っております。 

 西はりま消防組合の成立と同時に、本町に

おいては常備消防に関する事務の執行や業務

のあり方を決定する機能は消滅しておりま

す。権能がないことについて、議会という重

い場において答弁するということは問題があ

ると考えますし、答弁の中で誤解などが生じ

てもいけませんのでいろいろ考えたんです

が、本町における一般質問の答弁としてはで

きかねますが、西はりま消防組合からの報告

として申し上げます。 

 なお、この報告に関しての再質問について

はお答えできませんので、御了承をお願いい

たします。 

 まず、１問目でございますが、住所、場合

によっては目標物、氏名、どうされたか、症

状などですね、それから年齢、性別、既往

症、かかりつけ医、かかりつけ医療機関の有

無、通報者の氏名、電話番号。 

 ２番、救急車の要請であれば必ず出動させ

ています。病院紹介の要請であれば症状に応

じた病院を紹介しておりますが、その症状か

ら緊急性があると判断すれば、救急車を出動

させています。 

 質問３番目、可能な限り聞き取りを行い、

対応は質問１と２の回答と同様でございま

す。 

 質問４、住所、氏名、症状が余り聞き取れ

ない場合であっても、加入電話での通報であ

れば発信地表示システムにより場所が特定で

きるので、直ちに出動させております。 

 また、携帯電話からの通報で場所が特定で

きない場合は、その付近まで出動させ、通信

事業者に依頼して携帯電話の位置情報を取得

し、場所を特定できるようになっています。 

 さらに、ひとり暮らしなどで全て施錠され

ており、開錠できない状況であれば、支援隊

として救助隊を同時出動させています。 

 質問５、救急車を出動させた後、救急要請

でないと判明すれば、その時点で救急車を反

転させています。 

 質問６、西はりま消防組合の他の署所から

出動させます。 

 また、他の署所も全て出動中であれば、相

互応援協定により、近隣消防本部に応援を要

請いたします。 

 質問７、救急要請であれば、必ず出動させ

ています。 

 質問８、傷病者を観察し、症状に適した最

寄りの医療機関を選定しております。 

 観察した結果、専門的な治療、脳疾患、心

疾患、多発外傷などが必要であると判断すれ

ば、専門医療機関を選定しております。 

 かかりつけがあれば、可能な限りかかりつ

けを優先しております。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 この内容についてですが、

これ以上突っ込んだ話をしても、副町長のほ

うからもありました。承知しておりますの

で、これ以上は質問を控えたいと思います。 

 119番通報においては、町民の大多数の方

が、私含めて早々１人でいるときに経験する

ようなことではないと。また自分が倒れても

周りの人がしていただくとかという場合が非

常に多くあって、自分がなった場合に多分気

が動転して電話のかけ方とかもわからないよ

うな形になってしまうんだろうなというふう

に思いますが、救急指令センターのほうも速

やかな聞き取りと的確な指示で対応していた

だくのは当たり前だと思いますし、この山形

市の119番通報の内容についても、どうも自

分で行ってもらえるようなニュアンスで聞け

ば聞くほど誘導しているような会話になって

しまっていましたし、通報者の年齢も非常に

若くて大学生ということで、容体が悪くて

も、言われるとそういうふうなのかなと、指

令の方に半ば押し切られたような形になって

しまって、通話時間も６分以上という形で、

そんな時間があれば本当に救急車来れたのに
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なということもあって、また朝も５時という

早朝で時間帯も早くて、そういったことであ

ればもっともっと時間帯とかということを察

していっていただければ、こういうことには

ならないのかなというふうに思いますし、ま

たそんな朝の時間に病院紹介されても、本当

に自分ではどういけるのかなと、タクシーま

で呼んで104調べて、そんなことができるこ

とはないと思うんですけどね。 

 また、その当時はという救急車全車そろっ

てたということもあって、本当に何のために

救急車両があったのかなと。 

 住民も軽率なことで救急車呼んでしまうと

いうことは非常に私ども含めて反省もしてい

かなあかんことやし、また指令センターの方

もそういった雰囲気とかを察して、プロとし

てもっともっと対応していただけたんじゃな

いかなというふうにも思います。 

 当組合も、先ほども万全の態勢という形の

中で、私も承知をしております。 

 でも、また当方におきましても、病院とか

早朝に紹介した場合、当然あいとる病院なん

か余りあるわけないんで、そういったことも

紹介した後も１時間後ぐらいにその旨どうや

ったかなというふうな確認の連絡を入れてや

ることも、本当に親切なことやというふうに

も思います。 

 この太子町においても、ひとり暮らしの

方、お年寄りではない方も含めて、また学生

の方のひとり暮らし、社会人で単身赴任され

てる方もたくさんいらっしゃると思います。 

 この方々においても、御家族、御友人の

方、ひとり暮らしの方の体調を非常に心配さ

れている、遠方から来られてる方もいらっし

ゃると思うんで、そういった方々の心配も少

しでも取り除いてあげることが、当該自治体

の救急体制の責務だと、このたびの山形県の

事案で痛感いたしました。 

 また、消防行政または救急行政には備えあ

れば憂いなしということがいつも言われてま

す。またまた、私も消防やってましたから、

常々そういうことを言われてきました。 

 救急車の出動要請も、出動してみて、誤報

であっても、軽微なものであっても、それで

よかったというふうに私も思いますんで、こ

の太子町においてもこのような痛ましい事案

が発生しないように祈りたいと思いますし、

太子町の委託先でもあります西はりま消防組

合においても、そういったことについて再度

使命感を持ってやっていただくということも

申し送っていただき、太子町からも組合の議

員の２名の方選出で出てますから、そういっ

たことも確認しながら、今後引き続き行政判

断の漏れのないようにしていくことを要望し

ながら、私短いですが一般質問を終わりま

す。 

○議長（橋本恭子） 以上で井川芳昭議員の

一般質問は終わりました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

   （休憩 午後２時47分） 

   （再開 午後２時58分） 

○議長（橋本恭子） それでは、休憩前に引

き続き会議を開きます。 

 一般質問を続行します。 

 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 失礼いたします。 

 13番公明党井村淳子、通告に従いまして質

問をさせていただきます。 

 先の質問で同様の内容の質問があり、重複

する部分もあるかと思いますけれども、よろ

しくお願いいたします。 

 １番、介護保険制度の改正について。 

 介護保険制度が2000年度の創設以来大きく

変わろうとしています。地域医療・介護総合

確保推進法が６月に国会で成立をしておりま

す。今回の制度改革では、介護保険を利用で

きる人が減り、利用できても使えるサービス

が減り、家族や自治体、事業者にも厳しい内

容で、救うべき人が救えなくなるのではない

かと心配をされています。 

 以下、３点についてお伺いをいたします。 

 １番、地域における医療及び介護の総合的

な確保を推進するための関係法律の整備等に

関する法律が成立したことによって、住民生
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活にどのような影響が出るのかについてお伺

いをいたします。 

 ２点目、今回の大きな転換をどのように計

画、事業に反映して、今後の超高齢社会を見

据え、高齢者が安心して生活できる町を目指

すのか、太子町の第７次老人福祉計画、第６

期介護保険計画への取り組みをお伺いいたし

ます。 

 ３点目、利用料の自己負担率、施設の食費

や部屋代などの補助認定基準が厳しくなった

りする反面、低所得者への軽減策拡大など負

担面も変わってくると思いますが、どのよう

に取り組んでいくのかお伺いをいたします。

また、第６期における介護保険料の設定の見

通しについてをお伺いいたします。 

 以上、３点よろしくお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） それでは、１

点目からお答えいたします。 

 本法律は、高齢化が進行する中で社会保障

制度を将来も維持していくために、医療と介

護提供体制の構築や地域包括ケアシステムの

構築などを行い、地域における医療と介護の

総合的な確保を推進するものでございます。 

 住民生活といたしましては、在宅医療及び

介護サービスを充実させることによって、重

い介護認定を受けられておられる方々が安心

して在宅生活を続けていくことが可能になる

ということでございます。 

 次に、２番目でございます。 

 団塊世代の方が平成37年には後期高齢者と

なり、介護や介助を必要とされる方が急増す

ることが予測され、社会保障制度を将来も維

持しながら、高齢者が安心して生活できる

10年後を見据え、今回の制度改正が行われま

したが、その中でも要支援１、２の対象者が

介護保険本体の給付から訪問介護と通所介護

を外し、地域支援事業として対応するサービ

スについて再編するということが大きな転換

点でございます。 

 太子町の介護予防利用者は、平成25年２月

末のデータでは全体の約19％、そのうち40％

が訪問介護と通所介護を利用しており、これ

まで利用しているものの相当数が介護保険の

本体給付から外れることになるため、この

方々への対応をどうするかが極めて重要な問

題であります。 

 しかし、一人一人が生きがいを持って健康

づくりや介護予防に取り組めるような支援サ

ービス体制の構築としまして、住民が主体と

なって地域で活動する団体やボランティア、

ＮＰＯ法人等により、無料または低額な料金

で地域の見守り、支え合い等の支援体制が地

域包括ケアシステムの有力な社会資源の一つ

として想定しております。 

 また、元気な高齢者が高齢者を支え、みず

からの生きがいとなるような住民の自主的な

活動をサポートする仕組みづくりも必要とな

ると想定されますので、今後の課題を的確に

把握し、対応策を策定に反映させたいと考え

ております。 

 次に、３点でございます。 

 御指摘の利用料の自己負担率、施設の食費

や部屋代などの補助認定基準が厳しくなると

いうことにつきましては、本人及び世帯全員

の町民税の課税状況で判断しておりました

が、世帯分離されている配偶者の所得、預貯

金及び課税対象となっていない遺族年金等か

ら判断していくこととなる、事務処理が複雑

になることが予想され、国等の通達を注視し

ております。 

 また、低所得者の軽減策拡大などにつきま

しては、標準段階が６段階から新９段階へと

見直しされ、低所得者である年金収入80万円

以下の方には保険料基準額の５割軽減から７

割軽減に拡大されますが、段階に応じて極端

な不均衡とならないよう設定を行っていきま

す。 

 保険料につきましては、介護サービス事業

量の27年度から３年間の見込みを精査いたし

まして保険料を算出していきますが、介護サ

ービスを必要とされる高齢者の増加が見込ま

れることなどから、介護保険料は増額になる

と予測しております。 
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 ただし、現時点では見直し作業中であり、

保険料算定段階には至っておりませんので具

体的な金額は回答できませんが、できるだけ

大きな増額にならないよう創意工夫していき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今、今回の大きな制度改正

について若干お話をいただきました。 

 ２番目に今回の改正を受けていろいろな計

画が策定されていくわけですけれども、これ

について３年に１回のこの改正の中で、今回

ニーズ調査等はどのように行われたのか、さ

れていたら。 

 それと、まずそのニーズ調査等はどのよう

な形で行われているのかについてお伺いしま

す。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） ちょっとニー

ズ調査の詳しい数字は手持ち持っておりませ

んが、今介護保険を利用されてる方2,000名

を無作為に抽出いたしまして、アンケート記

入によりニーズ調査を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今答弁で、介護保険を利用

されている方約2,000名にニーズ調査を行っ

たということですけども、今回介護保険を使

っていない要支援、町から外れる方ですね、

今までの支援から。そういう方に対しての調

査等はされなかったんですか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 介護保険、当

然要支援の方も含めての抽出になっておりま

すので、要支援１、２の方は含まれておると

考えます。 

 ただ、そのほかにあと事業所関係ですね。

こちらについてはアンケートによる調査じゃ

なくて、聞き取りによる調査のほうを実施し

ております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 大体町のニーズ調査という

のは、全体からいいますとかなり少ない人数

だなっていうような印象を受けるんですけど

も、今回そのニーズ調査を行われた方に対し

て、その回答率っていうんですか、そういう

のはもう出てますか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） これもちょっ

と手元に持っておりませんが、３年前とほぼ

同様の回答率を得たというふうには聞いてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 それと、今回の改正で、社

会全体で支えていくための持続可能なこの介

護保険制度を続けるために、かなり厳しい内

容にもなっているんですけども、そういう今

回のいろいろな内容の改正については、住民

の方にどのような形で周知をされていくんで

しょうか。 

 今後いろいろと策定をされた中で、いつも

介護保険のパンフレットのようなものをいた

だくんですけども、そういう形とかいろいろ

な方法でこのたびの負担増になる方、反対に

そういう軽減策によって救われるというか、

今までよりも負担が少なくなる方等ございま

すが、今回の介護保険の改正を受けて、町と

しては皆さんにどのような形で周知をされて

いくのかについてお伺いいたします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） これは前回、

３年前にも周知を行ったわけでございます

が、当然広報、ホームページ等では周知を行

います。 

 そして、あと個人に料金の賦課決定を最初

にお出しします。通知ですね。この封書の中

にそれぞれの今回の改正の内容等はチラシと

して盛り込む予定しております。 

 それとあと、実際に利用者さんにこのよう

なパンフレット、これ毎回つくっております

けども、当然これもおつくりして配布する予

定はしております。 
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 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 それと、今回特別養護老人

ホームに入れる方が要介護３以上となるわけ

ですけれども、今現に入っている方でそれの

対象とならない方で、いろいろ家庭の事情に

よっては、家庭では見れるんではないかみた

いな状況がある方というんか、そういう一人

一人の今の状況について、特養に入られる方

の条件とか、そういうのはそういう介護施設

を通じて外れる方とかはおられるような感じ

はどうですかね。もう今のまま入っておられ

るんでしょうか、行けるんでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 現在特養のほ

うでちょっとお聞きした状況によりますと、

介護度１、２という方も、どの施設もほとん

どいらっしゃらないというふうには聞いてお

ります。 

 ですから、３以下で今回の改正によりまし

て、どうしても対象から外れるという方は、

町内ではいらっしゃっても恐らく１人、２人

というふうなレベルじゃないかなというふう

に思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 なかなか今回の改正もいろ

いろとありまして、町民にとっては難しい内

容になっているんではないかなと思います。 

 私も今回の改正、６月に制定されてからい

ろいろと読みましたけれども、本当に全部理

解するのが難しいこの制度の改正でありまし

た。 

 大きく変わってきますし、町内で今介護を

受けられてる方、先の質問でも認定の方の数

も言われてましたけれども、皆さんが本当に

安心してこの住みなれた地域で暮らせるよう

にできるような手だてを講じていくために

も、広報のほうをしっかりしていただきたい

と思いますので、この１番については質問を

終わりたいと思います。ちょっと待ってね、

虫がおるんです。 

○議長（橋本恭子） ちょっと見ていただ

く。 

 暫時休憩いたします。 

   （休憩 午後３時11分） 

   （再開 午後３時12分） 

○議長（橋本恭子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 ありがとうございました。

ちょっと虫が気になって。 

   （「飛んでますよ」の声あり） 

 うそ、うそ。 

○議長（橋本恭子） ほんまか。 

○井村淳子議員 ほんま。ちょっと虫が来よ

る。 

   （「ハエみたいですね」の声あり） 

 そしたら、また引き続きさせていただきま

す。 

 それでは２番、地域包括ケアシステムの構

築についてに入ります。 

 １番、高齢者が住みなれた地域で医療、介

護、予防、生活支援などのサービスを切れ目

なく受けられる地域包括ケアシステムの実現

に向け、団塊の世代が75歳以上となる2025年

を見据え、太子町に合ったシステムをいかに

築くかでありますけれども、その取り組みに

ついて状況をお伺いいたします。 

 ２番目、地域で取り組む包括ケアシステム

では、認知症対策が大きな柱の１つになりま

す。今後、高齢者が急増する上で、認知症患

者または予備群も増えるものと予想されてお

ります。 

 厚生労働省では、認知症施策推進５カ年計

画を2012年９月に公表をしております。これ

までの基本的な考え方として、認知症の人が

行動、心理症状等により危機が発生してから

の事後的な対応を主眼としておりましたけれ

ども、今後目指すべきケアの考え方として、

危機の発生を防ぐ早期、事前的な対応に基本

を置くとしております。この方向を見据え

て、町における取り組みをお伺いいたしま

す。 
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 それから３点目、施設中心から在宅生活、

在宅介護に切りかえていくためには、手厚い

サービスの体制が不可欠です。その取り組み

についてお伺いをいたします。 

 ４点目、要支援、予防給付事業が国から市

町村に移管されることになりますが、要支援

の多様なニーズにどのように取り組み、効果

的な介護予防事業を提供していくのかをお伺

いいたします。 

 以上、４点について答弁をお願いいたしま

す。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） それではお答

えいたしますが、午前中の森田議員との答弁

と一部重複するところもあろうかと思います

が、御了承願いたいと思います。 

 それでは、まず１番目でございます。 

 住民が要介護状態になっても、住みなれた

地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続

けられることができるようにするためには、

行政が中心となり、医療、介護、予防、住ま

い、生活支援を一体的に提供する包括ケアシ

ステムの構築が必要と言われております。 

 太子町においても、医療と介護の連携強化

を図るため、昨年より医師会による地域在宅

医療推進協議会が立ち上がり、歯科医師会、

訪問看護、ケアマネジャー、薬剤師会、龍野

健康福祉事務所、地域包括支援センターが一

堂に集まり、地域医療の課題や連携がとりや

すいシステムづくりについて検討しておりま

す。 

 また、高齢者は入退院を繰り返すことが多

いことから、平成24年度から病院の退院調整

担当者とケアマネジャー、地域包括支援セン

ター、龍野健康福祉事務所で入退院時の情報

交換がスムーズに行くよう、ルールづくりを

しております。 

 また、予防につきましては、元気な高齢者

が健康を維持するために、介護予防を兼ねた

自主活動として、身近なところで体操が行え

るよう、10月からいきいき百歳体操の普及を

しており、現在15カ所から支援講座の申し込

みがあり、今後全自治会で開催できるよう広

めていく予定でございます。 

 生活支援につきましては、ボランティアや

ＮＰＯ、民間企業、協同組合等の多様な主体

がサービス提供できるよう調整していくほ

か、高齢者等地域住民の力を活用した事業が

展開できるように人材育成をしていく予定で

ございます。 

 このような地域資源の開発や生活支援の担

い手育成のネットワーク化を行う生活支援コ

ーディネーターの配置が介護保険法に位置づ

けられていますので、人員配置についても対

応していきたいと考えております。 

 第６期の期間は移行期間も含まれており、

全ての対策ができるわけではありませんが、

可能な対策から順次実施してまいります。 

 次に、２点目でございますが、認知症を早

期に発見するために現在物忘れ相談を実施し

ており、認知症の疑いがあったり、物忘れで

心配のある方に検査、相談の上、必要に応じ

て受診勧奨をしております。 

 今後は、平成30年までに認知症の相談業務

を行う認知症地域支援推進員の配置や医療、

介護職員及びサポート医師による認知症初期

集中支援チームを地域包括支援センター内に

設置することになっており、複数の専門職が

認知症の疑われる人に訪問、観察、評価を行

い、自立生活のサポートや家族の支援を行う

予定であります。 

 また、徘回する可能性のある認知症の方に

は、事前に登録し、万が一行方不明になった

ときに関係者に情報が迅速に伝わり、早期発

見に対応できる徘回ＳＯＳネットワークの構

築も行っており、今後登録の呼びかけを予定

しております。 

 住民の協力体制といたしましては、認知症

に関する正しい知識と理解を持ち、地域や職

場で認知症の人や家族に対してできる範囲で

手助けをする認知症サポーターの養成を行っ

ており、これまでに多数の方に受講していた

だいております。 

 さらに、認知症高齢者がおられる家族の方
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に対する支援として、認知症カフェの立ち上

げ支援を行っており、現在では３カ所におい

て実施する方向で準備を進めていただいてい

るところでございます。 

 このように、認知症対策も予防、早期発

見、医療への連携、家族支援等に至るまで、

それぞれの段階に応じた支援が必要となるた

め、途切れなく支援ができるよう、体制を順

次整えてまいります。 

 次に、３点目でございます。 

 今後病院完結型の医療から地域完結型の医

療を目指す医療提供体制の改革を踏まえる

と、急性期医療から早期かつ円滑な在宅への

復帰を可能とする体制整備が重要でありま

す。 

 そのためには、在宅診療のできる医師の確

保や在宅介護の相談窓口の設置が必要となり

ます。 

 また、地域の医療、介護関係者の間で、医

療、介護等に関する情報を共有していけるよ

う、支援体制の構築、さらには24時間365日

切れ目なく医療介護サービスを一体的に提供

できる24時間対応の訪問サービス施設や複合

型サービス施設が必要となりますが、職員の

確保が難しく、太子町では現在対応している

施設はございません。 

 今後は、医師会の協力や介護施設の充実も

図りながら、サービス体制を整えるよう努力

してまいります。 

 次に、４点目でございます。 

 予防給付のうち、訪問介護、通所介護は市

町村が地域の実情に応じた取り組みができる

総合事業に移行し、予防給付から地域支援事

業に位置づけられ、多様な生活支援のニーズ

に対して、生活援助の訪問型サービス、機能

訓練の通所型サービス、その他掃除、洗濯、

ごみ出し等の生活支援サービス体制の整備を

図るとともに、基準や単価を決めていく予定

でございます。 

 事業者は、現在のサービス事業者に加え、

住民ボランティアやＮＰＯ、民間事業者、住

民主体の自主活動なども平成29年４月には実

施できるよう準備を進めてまいります。 

 具体的には、地域のニーズ把握や生活支援

コーディネーターの連携強化を図る事業所連

絡会の開催、生活支援サポーター養成講座の

実施、地域課題を共有し課題解決を行うた

め、地域ケア会議等を実施いたしまして、効

果的な介護予防事業に結びつけていくことを

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今いろいろと答えていただ

きまして、この地域包括ケアシステムの構築

については、１番のところで今後生活支援の

コーディネーターをつくっていかなければ、

措置を急がなくてはならないということを言

われてましたけども、平成30年に向けて徐々

にしていかれるふうに、そういう制度なんで

すけども、この太子町としてはまず何から始

めないといけないと考えておられますか。そ

のことについてお答えください。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 何からという

か、今全て同時に進行しておりますので、既

に多くのものかかっております。 

 特に、オレンジプランの中でうたわれてお

ります事業、認知症ケアパスの作成、普及に

ついても、もう既に近隣市町と取り組んでお

ります。 

 そして、認知症初期集中の支援チームの設

置、これについても今設置に向けての検討を

行っております。 

 そして、地域ケア会議、こちらについても

もう要綱がほぼ整いつつありますので、近々

実際に機能するものと考えております。 

 そして、認知症の早期診断のための医療機

関の整備、そしてまた専門医の育成等ももう

既に町内の先生方に研修を受けていただいた

りすることも始まっております。 

 ですので、どれからということはありませ

んが、ほぼ同時に進めたものが今現在動いて

るというような状況でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 
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○井村淳子議員 今大分地域包括支援センタ

ーの関係については、今年に入ってから何回

か福祉のほうとかいろいろなほうで聞いたん

ですけども、予算もないでしたよね、この地

域ケアに関しては。 

 その中でどういうふうに取り組んでいくの

かなっていうのがすごく気になるところだっ

たんですけども、今そういうソフト面ではい

ろいろなことがこのケアシステムの構築に向

けて同時進行されているということで、若干

安心をいたしました。 

 まだまだこれから太子町はまだ動いていな

いんではないかなっていうふうな懸念があっ

たもんですから、このたび質問させていただ

いて、今縦横無尽にいろんな形で取り組んで

いただいているということがよくわかりまし

た。 

 太子町においては、今医師会との連携も含

めて、歯科医師さんとか薬剤師さんとか、い

ろんな連携をとられてるんですけども、この

医師会っていうのはやはり揖保郡の医師会で

しょうか。それとも、太子町の住民は割かし

近隣の大きな病院にも行かれ、姫路とかも近

いですから、そういうところの病院、近隣市

町との連携のあり方っていうのはどうなんで

しょうか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 医師会ってい

うのは、たつの市・揖保郡医師会のことでご

ざいまして、介護にしろ、地域医療にしろ、

全ての協力は地元のたつの市・揖保郡医師会

と連携して行っております。 

 特に先ほどもお答えしました大病院からの

退院の調整についても、もうこれ既に機能し

ておるわけなんですが、急性期の病院から回

復期のリハの病院に移り、そして維持機能回

復の施設に移るという、こういう流れを構築

するに当たって、当然医師会さんの協力って

いうのも不可欠でございまして、もう既にこ

の後については地元たつの市・揖保郡の先生

方に御無理を申し上げてるところでございま

す。 

   （井村淳子議員「近隣の姫路とかの連

携はもうなしで」の声あり） 

○議長（橋本恭子） 近隣の状況とか……。 

 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 姫路の医師会

さんと直ということよりも、先ほどの例えば

退院調整のお話にしましても、姫路の大きな

病院の地域連携室というのが必ずございます

ので、その地域連携室と各市町が連携をとり

ながら、該当する患者さんの退院に向けての

準備を進めるという、そういう形になってお

ります。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 これから本当に立ち上げな

がらいろいろと手を打っていく中で、朝の質

問の答弁の中にもあったんですけども、今の

地域包括支援センターの人員で対応していけ

るのかなっていうことが、いろいろと資料見

ている中でクエスチョンマークでした。今の

人員ではとてもできないようないろいろな人

材が必要になってくる。 

 先ほども言われてましたけども、この認知

症初期集中支援チームとか認知症地域支援推

進員、こういう人をそろえるだけでも、専門

的な知識を要する方がたくさん要るわけです

よね。 

 今後、そういうことを進めていく中には人

的な配置が、それも普通の人材じゃなくっ

て、介護士さんとか保健師さん、看護師さ

ん、医療関係の方、いろいろな資格を持って

いないとできないような仕事が今後たくさん

出てくるわけですけども、今の地域包括支援

センターの人員ではやっぱり大変に厳しいと

いうふうな話をされてましたけども、この動

き出したシステムについて、大変重要な位置

を占めるこの支援チームとかセンターの配置

ですけども、今後町内においてどういうふう

にその人材を募っていくのか、そういうとこ

ろの担当職員の層を厚くしていくための方策

とかはもう考えられていると思うんですけれ

ども、それについてお願いします。 
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○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 先ほどもちょ

っと申し上げましたが、今後地域包括支援セ

ンターの中には専門職として生活支援サービ

スコーディネーター並びに認知症地域支援推

進員の配置もこれから考えていかなければな

らないんですが、当然地域包括支援センタ

ー、介護保険法の施行規則で定められた規模

っていうのございます。 

 大体第１号保険者の数がおおむね3,000人

から6,000、本町の場合は約8,000です。大体

おおむね3,000から6,000に１チームの地域包

括支援センターを設置しなさいと、これが大

きな基準でございますが、うちの場合でした

らもう既に１カ所で8,000の１号保険者を抱

えておりますので、こういう意味から少し体

制がこれからある程度、もう１チームだけで

はちょっと対応が難しくなってるっていうよ

うな状況で御説明したわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 本当にこれからいろいろな

人材含めて登用していくっていうことについ

ては、やっぱり経験も必要ですし、また新し

い人も育てていかないといけませんので、し

っかりとその点は手当てをよろしくお願いい

たします。 

 それと、今認知症サポーターが小学校、中

学校も含めていろいろとサポーターになるた

めの講習を受けているということも聞きまし

たけども、私たちも福祉のときに有志のメン

バーで認知症サポーターの講習を受けまし

た。やっぱり知っているのと知っていないの

ではもう全然対応が違ってくるなということ

がすごい勉強の中でわかったんですけども、

今現在のこの認知症サポーターの数っていう

のは、何人ぐらいに上っておりますか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） ちょっと正確

な数は今つかんでおりません。約1,300人ぐ

らいだと思います。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今後も高齢社会に向けて、

みんながどんなときでも対応ができるような

そういう体制を、この認知症サポーターを増

やすというんか、講習を呼びかけることで確

保していただきたいと思います。 

 それと、認知症カフェ、ちょっと私もよく

わからないんですけども、今町内には３カ所

あるという答弁でした。 

 今後、この認知症カフェは手挙げ方式で、

したい方がこれに取り組んでいかれるという

ことをお聞きしたことがありますが、この認

知症カフェではどういうことをしているんで

しょうか。 

 それと、今後どれぐらいまで将来的には増

やして、相手があることですからはっきりと

は言えないかもしれませんけども、認知症カ

フェ、今後どれぐらいまで設置を目標として

るんか、目安についてお伺いします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） これは当然受

け皿が必要となります。 

 それとあと、正式には来年の４月から稼働

いたしますので、今現在この３方については

研修を受けていただいて、これから準備のほ

うにかかっていただくわけなんですが、認知

症カフェと申しますのは、要は認知症の高齢

者等を抱える家族を支援する場というふうに

理解していただいたらいいかと思いますが、

その場に専門職等も当然定期的に派遣いたし

まして、相談業務に応じます。お互いに家族

同士の交流の場としても使っていただける。

気軽に集まっていただける場というふうにし

たいなとは思っております。 

 ただ、数についてはこれからちょっとその

辺の状況を判断しながら、また次年度以降考

えていきたいと思います。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今いろいろ聞いてきました

けども、今後来年の27年４月からは要支援と

予防給付の事業が国から市町に移管されると

いうことで、いろいろなことを考えておられ

ますね、社会福祉協議会とか、あとシルバー
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の方とかＮＰＯとか、いろいろなところの手

をかりながら、そういう地域支援事業を行っ

ていきたいということですけれども、29年４

月からということで、まだ若干の、２年ぐら

い先になってくるんですけども、町内におい

てはそんなにＮＰＯも多くないですし、それ

とあとシルバー人材といっても、高齢の方が

たくさんいらっしゃるんで、元気な高齢者の

方にいろいろとお願いをされていくんですけ

ども、一つ一つ具体的にやっぱり何かのメニ

ューをつくりながら、それに対して募集をか

けていって、そういう体制をつくられていく

ということでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） この予防給付

から地域支援事業のほうの移行に係る分です

が、まず現在デイとヘルパー事業を利用され

てる方、この方がやはり一番大きな問題でご

ざいまして、当然受け皿としては今利用され

ている方をこれから先どういう形にしろ今の

サービスを何とかして継続していきたいと、

受け皿別にいたしまして、考えております。 

 それ以外に地域支援事業として、やはり要

支援者の一番ニーズの多かった買い物です

ね。それとあと、ごみ出し。あと、洗濯物の

取り込みとか、こういう地域で生活する上

で、少し日常生活にサポートがあれば、何と

かやっていけるという、こういう事業を今も

う既にちょっとかかっておりますが、シルバ

ーさん、そして今ちょっと商工会とも話して

おります。 

 その中でちょっとした近隣の方でごみ出し

の協力できる人、また洗濯物取り込みできる

人、買い物もそういう部分的に手助けできる

人、こういう人を地域の中で、今先ほど申し

ましたＮＰＯとかボランティア、そしてシル

バーさん、商工会さんとも今ちょっと話しな

がら、どこかと何とか受け皿となるようなと

ころお話ししたいというふうに思ってます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 本当に今まで利用されてい

る方がぱんと切られるわけですから、そこに

持ってきて、継続の支援がなければ、地域

で、自宅で生活ができないということもあり

ますので、今部長が言っていただきましたよ

うに、いろいろな方の力をかりながらコミュ

ニティーをつくっていっていただきたいと思

います。 

 本当に今回この地域包括ケアシステムをい

ろいろと研究、勉強する中で、地域挙げてと

いうか町挙げての支え合いの共生社会をつく

っていかないと、私らもその高齢者に入って

いくんですけども、高齢化社会は支えてもら

えないなというふうに思いました。 

 本当に、自治会においても自治会に入らな

い人とか子供会に入らない人とか地域のそう

いう縁が薄くなってきている中で、再度この

システムを通しながら、支え合いの共生社会

をつくっていかないといけないということ

で、大変に苦労のいる地道な作業でございま

すけれども、この地域のきずなの再構築に向

けて、しっかりと担当課のほうで頑張ってい

ただきたいと思います。 

 それにあわせて、また町長にはしっかりと

人的な面も含めて、また組織の再編、構築に

向けても頑張っていただきたいと思いますの

で、今回のこの地域包括ケアシステムの構築

についての質問は終わります。 

 では、次に入ります。 

 ３番目、介護予防という観点での公園整備

について。 

 我が国の平均寿命は世界での最高水準とな

りましたが、健康寿命が平均寿命と同様に延

びないことが大きな課題となっております。 

 高齢期は、今や誰もが迎えると言ってよい

時代となっており、高齢者になってからの人

生もまた長い。その長い高齢期をどのように

過ごすのかは、個人にとっても社会にとって

も極めて大きな課題となっております。 

 公園に高齢者向けの健康増進遊具を設置し

介護予防公園とする地方自治体が増加をして

おります。ひとり暮らしで閉じこもりがちな

高齢者らが気軽に運動できる場を提供し、介

護予防につなげたい考えからです。体に負担
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をかけずに背筋を伸ばせるベンチや足腰を鍛

え平衡感覚を強化する手すりつきの階段、足

を伸ばして柔軟性を上げる器具など、さまざ

まな健康増進器具が開発をされてきておりま

す。また、そのような公園には効果的な利用

方法などを記した案内板が設置されていると

ころもあります。 

 これまでの公園整備は子供向けの遊具設置

が主たるものでありましたが、今後ますます

進む高齢化社会の介護予防公園として、公園

に高齢者向けの健康増進遊具を設置、整備す

ることについての考え方をお伺いいたしま

す。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 現在、公園整

備中の総合公園整備事業におきまして、子供

たちから高齢者の方々までの多くの方に利用

していただけるよう、遊具広場や多目的広場

など目的に応じたゾーンを設けて、安心・安

全に利用していただける公園整備の計画をし

ております。 

 多目的広場周辺にはいろんな種類の健康遊

具を設置して、ウオーキングなどとあわせて

スポーツを楽しみながら健康づくりができる

ように考えております。 

 さらに、遊具の使用方法や設置場所、ウオ

ーキングコースの表示などを行い、人に優し

いユニバーサルに配慮した施設整備に努めて

まいります。 

 また、既存の公園等におきましても、総合

公園での利用状況を見ながら、公園長寿命化

計画の中で検討を進めてまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今整備中のその総合公園に

子供たちから高齢者まで安心して使っていた

だける、多目的広場にそういう物も設置をし

ていくというふうにお聞きしましたけども、

具体的にはどのような物を設置される予定で

すか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 一応８台の計

画をしておりまして、平行棒、バックストレ

ッチ、脇ストレッチバー、ボディーツイス

ト、ラダー、背伸ばしつり輪、平均台の以上

の８台を計画しております。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 本当に介護予防を備えかね

た遊具設置が将来されるということで、実際

に多目的広場が設置されて、いつから使える

ようになる予定ですか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 一応現在の計

画は28年度まででございますので、そのとき

には使えるようになるというふうに予定はし

ておりますけれども、今ちょっと総合公園の

見直しをしているときもありますので、若干

ずれるかもわかりません。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 そういう公園ができるって

いうことで、その計画に入ってるということ

でよかったなと思います。 

 なかなか公園に行っても、私も孫を公園に

連れていっても、大人が遊べるのというたら

ブランコぐらいしかないなと思いながら、赤

穂の海浜公園に行ったときに、いろいろな高

齢者の方向けの器具もたくさんありましたの

で、太子町もあればいいなと思って質問した

んですけれども、そういうことが予定されて

いるということで、安心しました。 

 本当にウオーキングの方も増えております

し、自分の体はやっぱり自分で健康にしてお

かないといけないという意識の方が増えてき

て、また28年度からそれが使えるっていうこ

とになってくると、本当に小さな子から高齢

者まで安心して使える施設になると思いま

す。 

 それで、今回総合公園を整備されて、その

後既存の都市公園にもという話もありました

が、様子を見てということですけども、例え

ば自治会の公園に設置をする場合は、こうい

う高齢者の遊具も町の要綱による補助金の対
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象にはなるんでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 補助率のほう

ちょっとはっきりと覚えてないのであれです

けども、新設の遊具の補助は対象になりま

す。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 ありがとうございます。 

 また、皆さんにお伝えしたいと思います。

28年度以降ということなんですけれども、今

後の新たな公園づくり、また公園の再生事業

を行う場合には、こういうバリアフリーとか

ユニバーサルデザインなどの多様化する社会

のニーズへの対応、そして高齢福祉への対応

で、大人も子供も遊べる、憩える、楽しみの

ある公園づくりの検討をしていただきたいと

思いますので、総合公園に限らず、今ある資

源の中で対応をしていただきますようお願い

いたします。 

 それでは、最後の質問に入ります。 

 最後４点目、消防団員確保の推進につい

て。 

 近年、地域防災に重要な役割を果たしてい

る消防団の団員数減少や高齢化などで消防団

の活動の維持が難しくなっております。東日

本大震災の教訓も踏まえ、昨年（平成25年）

12月に消防団を中核とした地域防災力の充実

強化に関する法律が成立をし、国は一層の人

材確保策を求めているところです。 

 本年４月１日の速報値（総務省の消防庁）

によると、全国の消防団員数は86万4,633人

と昨年より4,239人減少しており、都道府県

別に見てもほとんどの地域で減少傾向にあり

ます。 

 団員数が不足する背景には、人口の過疎

化、少子・高齢化社会の到来や地域への帰属

意識の低下、仕事との両立の難しさなどがあ

ると見られております。太子町においても例

外ではありません。 

 こうした中、公務員や大学生、一般企業の

人、そして女性にも地域防災力の担い手とし

て参画しやすい環境を整備することで消防団

員の確保を促そうと、独自の支援策に取り組

む自治体も出てきております。 

 愛媛県松山市では、１人の団員が消防活動

の全てに対応するのは大きな負担になるた

め、平成17年から減少する消防団員対策と国

民保護法における消防団の担う役割の拡大を

補完するため、基本的団員と区別して、でき

る範囲の活動をする機能別消防団という考え

方を導入しました。現在は４つの機能別消防

団があり、それぞれの立場に応じた活動に励

んでおります。 

 これらの取り組みで、平成 1 7年には

2,147人だった団員数が、平成26年10月現在

では2,423人と300人近く増加しているとのこ

とであります。 

 太子町でも消防団員の確保、充実のため先

進事例等を研究し、この機能別消防団に取り

組んではいかがでしょうか。考え方をお伺い

いたします。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 平成26年４月

現在の消防団員数は429名と、条例定数の

457名から28名下回っております。 

 現在、本町消防団では各分団において団員

の勧誘を進めておりますが、勧誘の方法はさ

まざまで、多くは自治会など地域の協力を得

ながら団員確保に努めております。 

 しかし、団員数が不足する背景は他地域と

同様で、団員の確保には苦慮しているのが現

状でございます。 

 本町では、現状の消防団条例においては、

本町住民のみ団員の任命ができるということ

になっておりますが、さらなる団員の確保に

向け、平成27年４月から町内在勤者において

も任命ができるよう、条例の改正を検討して

おります。 

 また、女性団員の増員を目指し、まずは女

性町職員を対象に消防団員の勧誘も今現在行

っております。 

 今後においても、先進事例を研究いたしま

して、消防団員の確保、充実のための取り組
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みを推進していきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今、部長のほうから答弁し

ていただきました。 

 私もここ５年ぐらいの消防団の数の推移を

見てみました。平均して429名、一番の多い

ときでここ５年間の中では23年の432名、あ

とは大体428人の間でうろうろしてるとい

う、そういうこの人数でございました。 

 いつも決算、予算のときにもこの457名の

条例定数にはなかなか達していない、その中

でいろいろと募集はされていると。しかし、

人数が、高齢化とかサラリーマンの方が町外

に出ていかれて団員になる方が少ないと、そ

ういうことから増えてきていないというのが

現状であるということを聞いております。 

 その中で、先の決算委員会では、庁内の職

員、女性職員に向けて今募っているところな

んだということをお聞きしましたけれども、

現在その女性消防団に入りたいという女性職

員の方はおられたんでしょうか、いかがでし

ょうか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 正規の女性団

員は１名でございまして、今現在先ほど申し

ましたように女性町職員を中心に今お願いし

ておりますが、なかなか厳しい状況でござい

ます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今１名というのは、立岡の

あの方ですよね。 

 本当にいろいろと今回の機能別消防団って

いうののできた背景を調べながら見ておりま

したら、西宮が兵庫県では初ということで、

機能別消防団に取り組まれておりました。 

 やっぱりその成果もあって、今充足率は約

97％ぐらいまで上がったというような、そう

いう記事を見たわけですけども、ほかのとこ

ろでも尼崎においても平成５年からは女性消

防団員を募って、現在は23名ということで、

特に消火活動とかそういうのではなくって、

幼稚園で手づくりのそういう防災の紙芝居を

したり、オカリナの演奏を行ったり、いろい

ろなところで防火クイズ等も行いながら、そ

ういう小さい子向け、また大人向けの防火の

普及啓発にすごい役に立っていただいている

というふうな記事も見ました。 

 全国的に見ましても、この女性だけではな

くって消防団員、また元消防職員のＯＢの方

の機能別のそういう固まり、それとバイク

隊、バイク等を持たれて、それを趣味にされ

ている方に、いざというときに災害でも見直

しされております大きな車が入れないところ

にバイク隊が支援の品を持っていくというふ

うに、日ごろからそういうバイク隊を設置し

ているとか、その地域によって機能別消防団

の種類もいろいろですけれども、太子町にお

いても今まで消防に携わっていた方、もちろ

ん高齢ということもあるんですけれども、す

ごい経験とか知識が豊富だと思いますので、

そういう方に対してまたそういう機能別消防

団を、それが太子町で取り入れられるなら、

もっともっと地域の防災力のかさ上げができ

るんではないかなと思うんですけども、機能

別消防団っていうことを今まで、平成７年か

８年前ぐらい前からこの制度できてるんです

けども、うちの消防団もそのころからだんだ

んやっぱり減ってきているということも考え

ると、こういう機能別消防団っていうのも一

案かなと思うんですけども、そういうことを

今まで考えられたこと等はございますか。こ

れから考えていきたいというようなこともご

ざいますか。 

○議長（橋本恭子） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（井手俊郎） 先ほどお話出

てました機能別消防団員でございますが、こ

れは全国でもう既に地域住民が参加しやすい

環境をつくるという意味で、特定の活動のみ

に限定して参加していただく団員のことでご

ざいまして、今議員おっしゃったとおりでご

ざいます。 

 特に兵庫県下ではもう既に西宮、西脇、篠
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山と３市の消防団で機能別消防団員制度の導

入を図っております。 

 特にその団員さんにつきましては、やはり

今おっしゃられたとおり、消防団員のＯＢの

方が中心のようでございまして、豊富な知識

と経験を生かしてほしいと、特に災害時の際

にというふうな限定をしたような団員でござ

います。 

 ただ、一般団員とやはり消防の面とか報酬

とか公務災害、また退職金の問題とかいろい

ろ調整しなくちゃならない問題も多々あるよ

うでございまして、まだ一気に増えるという

ような状況ではないと思います。 

 本町におきましても、今年26年度は退団者

が実は57名いらっしゃいまして、新入団員が

55名と、既に今年も２名減となっておりま

す。昨年も退団者が51名、新入団員が52名と

逆に１名増えておりますが、このような急激

な現象ではなくて、毎年少しずつ状況が悪化

してるような状況でございますので、本町に

おきまして、先ほど申し上げたようにまず女

性団員、そして町内在勤者の消防団員の確保

ということで、まず取り組まさせていただい

て、その後状況を見ながらこのような先進的

に取り組まれているところももう少し検討し

てみたいというふうには思います。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 まず女性、また町内の在勤

者からということで取り組みがどんどんされ

ていくということですので、今回本当にいろ

いろな自然災害、今年もありました。いつ起

きるかわからない地震や災害も本当に各地で

起こっておりますし、この災害がないと言わ

れる太子町であってもいつ起こるかもわかり

ません。 

 そういう中、地域の防災力を高めるために

も、消防団員の確保、機能別消防団員のそう

いう地域の防災力を上げるために確保をして

いただきたいと思います。 

 本当にこれには予算も必要ですし、いろい

ろな条例の関係もしなければならないことも

ありますけれども、ともかく今また防災リー

ダーとか防災士とかいろいろな方が町の中で

も防災意識を高めて、いざという災害のとき

のためにみんな日ごろからいろいろなところ

に参加をされて訓練をしているところであり

ます。 

 しっかりと町を挙げての防災力のアップの

ためにも、今後積極的に取り組んでいただき

ますようお願いをいたしまして、私の一般質

問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（橋本恭子） 以上で井村淳子議員の

一般質問は終わりました。 

 次、福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 ５番福井輝昭、12月に入り

まして残りわずかとなってまいりました。ま

た、天気予報ではあすから寒くなるとのこと

でございますので、行政諸氏の皆さんには健

康に留意されて、26年を締めくくっていただ

きたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして一般質問をさ

せていただきます。 

 播磨圏域における太子町について。 

 先日、読売新聞に見開きで、「播磨から始

まる日本の新たな「創造と成長」」と題し

て、10月17日姫路で開催された播磨地域道路

関係６団体合同臨時総会・はりまフォーラム

について特集があった。 

 この関係６団体は、９市、で申しわけない

ですが、９市８町ということでよろしくお願

いいたします。当然、その括弧内の市町の数

も変わってきますので、訂正されたものを読

み上げますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 括弧の中におきましては、（姫路市、加古

川市、たつの市、明石市、相生市、赤穂市、

高砂市、加西市、宍粟市、播磨町、稲美町、

神河町、市川町、福崎町、太子町、上郡町、

佐用町）の市町長、議長、商工会議所会頭、

商工会会長、有志の兵庫県議会議員で構成さ

れる。 

 フォーラムでは、播磨地域は農林水産業、

商工業における一大経済圏域であり、国家産
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業の強靭化において潜在能力を有しておりま

す。播磨の強靭化が国土の強靭化につなが

り、さらに播磨を成長させるとして、強靭化

への基幹道路ネットワークの構築等を決議し

ている。自然災害が比較的少ない播磨地域

は、企業の進出、また首都機能の移転におい

ても十分対応できる地域である。 

 人口減社会を迎える中、太子町としても播

磨の、またみずからの潜在能力を生かすこと

で将来の展望が開けると考える。太子町、ま

た播磨地域発展のために、太子町はどうある

べきか。よろしくお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 御答弁させていた

だきます。 

 播磨地域は物づくりの一大拠点であり、こ

の地域を強靭化するには基幹道路ネットワー

クの構築が必要であることから、10月17日に

開催された播磨地域道路関係６団体合同臨時

総会・はりまフォーラムにおいて、１、中国

横断自動車道姫路鳥取線、播磨新宮インター

チェンジから山崎ジャンクションの間の着実

な事業推進、２つ目として、国道29号線姫路

北バイパス残区間の早期供用開始、３つ目と

して播磨臨海地域道路網の計画段階評価、早

期着手等が決議されました。 

 これらの道路網の整備も含めて、現在姫路

市を中心に中枢拠点都市として、１、圏域全

体の経済成長の牽引、２つ目として工事の都

市機能の集積、３つ目として圏域全体の生活

関連機能サービスの向上を柱とする地方中枢

拠点都市の協議を進めており、特に町単独で

実施するよりも効率的であると考えられる生

活関連サービスについて、拠点都市と連携す

ることにより、地域福祉の向上に寄与するこ

とを目標に、今連携事業を協議しておりま

す。 

 内容については、報告できる段階になれば

説明させていただきますが、今まさに協議中

でございます。 

 それぞれの団体が将来展望を描くのみなら

ず、広域的な観点から圏域全体で発展してい

こうとするものであり、人口減社会に対する

１つの方策であると考えております。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 ちょっとお尋ねしますが、

先ほど協議中であるということなんですが、

地域中枢拠点都市への協議中については、こ

れは姫路市が中心となって、そういうふうに

考えてよろしいですか。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） そのとおりでござ

います。姫路市を中枢拠点都市として、それ

ぞれの構成市町で連携協議を行っているとこ

ろでございます。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 非常に読売新聞さん、本当

に私もびっくりしたんですけども、これだけ

のもの出してます。御存じの方おられると思

いますが、本当にこれを見て改めて私、太子

町で生まれて64年ですけども、こういうふう

な形で太子町はもとより播磨地域を概観する

という、そういったこと余りなかったです

ね。別に住んでるという、それだけで何かこ

れだけのものがあるのかなっていうの初めて

見せていただいたという、非常にこの特集で

播磨地域を検証されているなというのは私も

自覚するに至ったような次第ですけども、本

当に太子町を含めたこの播磨地域というの

は、改めてこの特集から見えることは、国家

において本当に強靭化も含めましてですけど

も、重要な位置にあるんだなということ、こ

れごらんになられた方、町長含め、皆さん御

支持された方は、恐らくこの感じられたと思

いますし、当然講師の先生方も話の中におい

てもそうだったと思いますが、こういうふう

な地域にあって、本当に我々が果たすべき役

割、これについて改めて思うんですよ。 

 だから、太子町１つの行政のみならず、播

磨地域の発展のために太子町はどうあるべき

なのかという、それが非常に大きなこれから

の課題ではないかなと思います。そのこと

が、ひいては太子町の発展であり、当然播磨
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地域の発展でもあります。国土強靭化につな

がっていくという、そういうような流れにあ

ると思います。 

 改めて今総務部長のほうからそのようなお

話をいただいておるわけですが、この中で道

路、これは道路関係も関係６団体ということ

なので、基幹道路ネットワークの構築に向け

ての総括順位を考えているかなと思います

が、この企業、例えば基幹道路ネットワーク

の構築がこれいつ供用されるのかどうかわか

りません。播磨臨海地域道路がいつになるか

わかりませんが、供用されたとして、この太

子町におけるその影響、供用開始されて、太

子町がどういう形で影響を受けてくるか、そ

ういったことを少しおわかり、失礼な言い方

ですけども、あれだったらお話いただけませ

んか。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） このフォーラムで

も述べられてますとおり、当然地域の輸送

力、また輸送時間等が短縮されれば、それだ

けその地域でのいわゆる産業効率というんで

すか、がよくなりますので、当然地域には新

たな産業なり、また例えば我々が今懸念して

おります工場等の再整備というんですか、新

たな工場の転入促進なんかも図られるんでは

ないかなというふうに思います。 

 また、仕事等ができれば、そこにまた人口

がより増えてくるというようなことで、そう

いう意味で太子町もこの圏域のよさを十分生

かして、姫路を中心に協議を続けていきたい

というふうに思っております。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 まさに私が思ってること、

総務部長言っていただいたと思います。 

 これは、当町から、我々から見た話です

ね、実際。 

 じゃ、企業はどうなんだと。企業からは、

こういうふうなフォーラムについての内容に

ついては、果たして企業はどう見てるのか。

どうですか。 

○議長（橋本恭子） ちょっと、暫時休憩し

ます。 

   （休憩 午後４時05分） 

   （再開 午後４時05分） 

○議長（橋本恭子） 再開いたします。 

 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 これについては、本当に夢

のある話ですね。この特集を読みますと、今

までどうしても姫路バイパスが慢性的な渋滞

であって、非常に物流のインフラが整備され

ていなかったという、これから物流のキャパ

に対応するように、やはり播磨臨海地域道路

が必要だということ、当然そうなるわけです

けども、今まさに総務部長からお話あったそ

の影響というのは、非常に大きな影響力を持

ってるというのが、これは事実だろうと、そ

のように考えております。 

 そのようなことも見据えて、今後太子町が

人口減少の中に入っていくについて、これか

らどう太子町がこの難しい難局を乗り切って

いくのかということ、これで展望が見えてく

るのではないかなと思いますので、今後この

播磨臨海地域道路の建設に向けては、力強い

形で応援していくというんですかね、やって

いただきたいなというふうに、そのように考

えております。 

 ちなみに、この臨海地域道路っていうの

は、供用開始っていつごろのようなあれでし

た。 

○議長（橋本恭子） 暫時休憩します。 

   （休憩 午後４時06分） 

   （再開 午後４時07分） 

○議長（橋本恭子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 町長。 

○町長（北川嘉明） 福井議員も御存じだと

思いますが、この地図を見ていただければま

だ調査中というな言葉も、漢字も出てます

し、はっきり言いまして、まだルートもどこ

からどこへどのようにつながっていくかとい

うことも決まってない段階であります。 

 国交省または財務省、麻生大臣、大田大臣

にしてみても、この道は必要だというところ
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までは認識をされております。お金を握って

いる主計局のほうも何となくは必要なんだな

というような認識で今進んでいるところであ

りまして、何年後に道路ができるかというの

は正直言いまして私もまだわからないような

ところであります。 

 １年に１回、西播磨市町長会で８月に国の

ほうへ陳情に行きます。そのときは姫路の４

市長は必ずここの道路のことは関係大臣に説

明して帰ってますので、国のほうにあっては

この道路は忘れられないと思います。 

 引き続き、早期に道路がつくよう陳情活動

をしていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 今町長より非常に力強いお

言葉をいただきました。私もありがたいなと

思っております。 

 とにかく、その播磨地域の強靭化が国土の

強靭化であるということを、陳情の折にもよ

ろしくお願いいたしたいなと思っておりま

す。 

 播磨灘っていうのは非常に穏やかな瀬戸内

海にありまして、非常に大阪、九州を結ぶ海

上交通の要衝にもなっております。 

 そうした播磨灘臨海地域に数多くの企業が

今進出して、大きな播磨臨海工業地帯を形成

しておると同時に、また瀬戸内海の豊かな海

水産物による水産業も非常に盛んな地域でも

ありますので、そしてまた世界文化遺産であ

る国宝姫路城を有する姫路市は海外からも多

くの観光客も迎えておりますし、商業地とし

ても駅前再開発に取り組んでおり、発展して

おります。 

 また、播磨には農業や林業においても豊か

な土地や資源に恵まれ、非常に盛んな地域で

もあります。 

 また、先ほど申しましたが、非常に自然災

害が少ない地域でありますね。私も六十数年

生まれてから住んでおりますが、大きな災害

っていうのは出くわしておりません。本当に

恵まれたところであります。 

 また、予想される南海トラフ巨大地震が起

きましても、この特集にもありますが、予想

される最大津波高も３メートルというふう

に、非常に比較的影響の少ない地域であると

いうふうなことも言われております。 

 そういうふうな播磨におきましては、非常

に国にとって、改めて本当に大切な地域だな

っていう、それだけに播磨として国家に役立

つような、そういうふうな強靭化にこれから

も努めていかなければならないかなっていう

ふうには思っております。 

 そういうようなことで、今後とも町長初

め、播磨臨海地域道路を初めとした高速道路

網の一日も早い建設着手、そして供用開始が

なされるように、私のほうからよろしくお願

いいたしたいと思います。 

 次に、２番目の質問に移りたいと思いま

す。 

 新庁舎開庁に向けて。 

 新庁舎の骨格が姿をあらわし、日々その形

を整えつつある。来年９月開庁が現実的なも

のとなってきた。新庁舎建設は太子町にとっ

て60年ぶりの大事業、それは庁舎が新しくな

るというだけではなく、太子町の新たな躍進

の一歩であると考える。 

 新庁舎開庁に向けて、以下に伺う。 

 (1)組織再編は考えているか。だとした

ら、それはどのようなものか。 

 (2)庁舎が新しくなるということは、職員

の心構えもそれにふさわしいものでなければ

ならないと考える。新庁舎開庁に向けて、職

員の研修、教育はどうなっているか。 

 (3)新庁舎開庁に向け、行政サービスにつ

いて町民より要望のあった主なものは何か。

開庁までいましばらくあるが、行政サービス

について町民の要望等を聞く機会を持つつも

りはないか。 

 (4)新庁舎は人々が集い、交流が持たれる

地域交流拠点として位置づけられている。

人々の交流を育むについては、施設という場

を提供するだけではなく、能動的な施策が必

要だと考えるが。 
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 (5)地域交流ゾーンまた議会ゾーンで冠婚

葬祭等に使用することについてはどうか。議

会ゾーンについては議会が閉会中であること

は当然だが、そのほかこれらのゾーンについ

てどのような利用が考えられるか。 

 (6)新庁舎開庁に向けて、特記すべき事柄

はあるか。よろしくお願いいたします。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） ６点の質問がござ

いましたけど、私のほうから２点、最初の１

番目と２番目をお答えさせていただきます。 

 まず最初に、組織の再編でございますけれ

ども、「活きるまち」、「誇れるまち」、

「つながるまち」、「安心のまち」を基本理

念として新庁舎の建設を進めており、組織及

びその運営についても住民が主役である新し

いスタイルの開かれた庁舎を目指しておりま

す。 

 限られた職員数の中で、福祉分野における

ニーズの拡大、多様化、住民サービスの向上

とこれから超高齢化社会に対応した組織、体

制づくりが必要であると考えております。 

 そのような中で、組織再編については、職

員配置や体制のあり方、また住民にとってわ

かりやすい窓口をどのようにすればいいかな

ど、課題を整理しながら今現在準備を進めて

おります。 

 その具体的な内容につきましては、いまし

ばらくお待ちいただきたいと思います。しか

るべきに住民の皆様に周知したいと考えてお

ります。 

 ２点目でございます。 

 新庁舎が住民の皆さんに心地よい居場所と

なるように、職員がどのように接すべきか、

初心に返って考える必要があります。 

 その一環として、保育士、幼稚園教諭を除

く全職員を対象に、11月12日から14日の３日

間において、全６回に分けて町民が作成した

接遇の手引き等をもとに、窓口や電話での応

対接遇ルールを実践的に身につける接遇意識

応対能力向上研修を実施し、職場全体の接遇

意識の向上を図ったところでございます。 

 今後におきましても、自治体職員として必

要とされる知識や技能を一層に高め、常日ご

ろから職員一人一人が全体の奉仕者としての

立場を自覚し、おもてなしの気持ちを忘れな

い、そして住民目線に立った行政サービス等

が常に提供できるよう、努力してまいる所存

でございます。 

○議長（橋本恭子） 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 続いて、３番

の項でございます。 

 新庁舎建設に向けて、基本計画、基本設

計、実施設計の各段階におきまして、まちづ

くりの集いやパブリックコメントなどを実施

して住民の方々の御意見を伺ってまいりまし

た。さらにいろんな団体への出前講座等も行

っております。 

 意見は多岐にわたり、全てを満足すること

は困難でありますが、行政サービスに限りま

しては、まず１つとして証明書の発行が１カ

所でできるサービス、２番目としまして総合

案内サービス、３番目としましてさまざまな

情報が自分で検索できる、４番目として住民

が自由に使える場所の提供、５番目として住

民の創作活動の発表の場、６番目として幼児

を遊ばせるスペース、７番目として個人や自

治会活動の印刷やコピーができるサービス、

８番目として図書の貸し出し、返却ができる

サービス、９番目として月刊誌の閲覧ができ

ないかなどの御意見を伺っております。 

 いただいた御意見を参考に、住民サービス

の向上に向け、いろんな観点より最終検討を

進めております。 

 また、町民の皆様の要望等を聞く機会につ

きましては、庁舎に特定しましたまちづくり

の集いのような規模の物は考えておりません

が、現在も小規模ではありますが出前講座等

の要請に対応させていただいております。 

 出前講座の趣旨としましては、意見を聞く

場というよりも、皆さんに広く知っていただ

く機会と考えております。 

 今後も開庁までできる限り行政サービスの

向上に向け取り組んでまいりたいと考えてお
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ります。 

 次、４番目でございます。 

 新庁舎には、仮称として地域交流センター

を併設して、住民の交流や行政との協働、住

民の自主活動の場として、幅広い層の方々に

利用していただけるように考えております。 

 また、従来からよく言われる箱物行政にな

らないよう住民の方々の意見をお聞きしなが

ら、一定のルールの中で自由度の高い施設へ

の検討を進めております。 

 今後も新庁舎開庁に向けて、さらに運営形

態等の検討を行いながら、ユニバーサル社会

づくりの現実に向けた住民主体の交流の場づ

くりを進めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、５番目でございます。 

 設計のプロポーザルの中で、庁舎活用提案

としましては結婚式の提案もあり、基本設

計、実施設計の中でさまざまな活用ができる

ように検討を行い、議場のオープン化等さま

ざまな活用に対応ができる工夫はしておりま

す。 

 具体的な活用につきましては、今後地域交

流センターを含めた活用計画の中で検討を進

めてまいりたいと考えております。 

 現時点におきまして、地域への冠婚葬祭の

状況を見る限り、スポット的なものは除外し

て、行政施設を利用しての需要はないものと

考えております。 

 最後に、６番でございます。 

 新庁舎整備事業の基本コンセプトでありま

す。人が集う、人がめぐる、太子がつながる

を基本に、それぞれ３つのゾーンが有機的に

つながり、人に優しい庁舎になるよう、職員

教育並びに新たな住民サービスの検討を進

め、開庁に向け取り組んでいきたいと考えて

おります。 

 特に、特記事項はございません。 

 以上でございます。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 その中で、新庁舎開庁に向

けて、庁舎内でもいろいろと準備に向けてさ

れているのはよくわかりました。 

 その中で、２番で職員の心構えをというふ

うな形で私申し上げましたんですが、非常に

こう今聞いておりますと、職員も何かかたく

なってるような感じ、庁舎に向けて、そんな

感じがするんですね。緊張感、それはいいと

思いますが、庁舎が新しくなるということ

は、庁舎自体に、それ自体に夢があるんじゃ

ないかと、私そういうふうに思うこともあり

ます。皆さんも初め、町職員の方々も、それ

に、夢の中に入るんだったら、また新しいと

ころに入るんだったら、それぞれ夢を持って

いただけたらなって思うんですね。 

 そういうところで、例えば今度の新庁舎に

入ったときに、私はこんな思いでここで仕事

をしたいんだとか、こんな夢があるんだって

いうようなことを、それぞれの課で何かに書

きとめていくという。書きとめれば、それが

やっぱり形となって見えますから、日々の行

政においても励みになるのではないかなって

いうふうに思うんですが、どうでしょうか。 

○議長（橋本恭子） 総務部長。 

○総務部長（堀 恭一） 職員それぞれ新し

い庁舎に移るに際しては、非常にわくわく感

がいっぱいでございます。 

 ただ、今とりあえず考えていることは、ど

のようにしたらうまいこと移転がいくのだろ

うかとか、そういうこと現実問題に非常にど

うしても目を向けなければならないような状

況でございます。 

 やはり議員おっしゃるように、新しいとこ

ろへ入らせていただくんだから、それなりの

今後の町行政に対しての夢を抱けるような職

員に進めていきたいと思います。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 そうですね。 

 やっぱりかたいちゅう、仕事こなさないか

んちゅう部分だけではないですね。やっぱり

広い自分の思いもぶつけれるような、そうい

う庁舎であっていいかなと思います。 

 先ほど経済建設部長からお話をいただいた

５番ですけども、ちょっと私も聞き取り悪か

ったのか、冠婚葬祭についての使用について
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ですけども、これについては前向きな検討と

いうことでよろしいですかね。どうですか。 

○議長（橋本恭子） 暫時休憩します。 

   （休憩 午後４時22分） 

   （再開 午後４時22分） 

○議長（橋本恭子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 経済建設部長。 

○経済建設部長（堂本正広） 他のそういう

地域交流センターなところで結婚式などを挙

げている事例がありますので、当然結婚式等

については使っていただける可能性はあると

は思いますが、葬祭のほうにつきましては最

近家族葬とかそういったことがありますし、

庁舎の感じもありますので、余り葬祭のほう

はいかがかなというふうには思いますが、結

婚式のほうは他の施設でもそういうふうなこ

とを行ってるところはありますので、可能性

は非常にあるというふうに考えます。 

 ただし、その使い方というんですかね、そ

ういったものについては一定のルールという

ものができますから、当然それに合致したよ

うな形でということになると思います。 

 以上です。 

○議長（橋本恭子） 福井輝昭議員。 

○福井輝昭議員 内容はわかりました。 

 そしたら、おめでたいほう、結婚式につい

ては詳細なりをこれから詰めていただいて、

また準備ができ次第、また広報等でうたって

いただければと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 いろいろ、私ちょうど朝玄関あけましたら

見えてます、庁舎がね。ずっと骨格が組み上

がっていって、だんだんと形ができていくん

ですね。これが年が明け、日が進むにつれ

て、屋根ができいの、壁ができいのして、い

よいよできるんだなというような、改めてそ

の実感が湧くんだろうと思います。これは、

もう町民のほうも当然そうなれば、ここに新

しい庁舎ができるんだなっていう実感もわく

だろうし、当然期待感も出てきます。 

 そうした町民が新庁舎ができてよかったな

という、そういうように思われるように、今

申し上げましたようにいろんな準備をしてい

ただいて、９月開庁に向けて頑張っていただ

きたい、そういうふうに思いまして、本日の

私の一般質問はこれで終了とします。ありが

とうございます。 

○議長（橋本恭子） 以上で福井輝昭議員の

一般質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の本会議は12月３日午前10時から再開し

ます。 

 本日はこれで散会します。 

 御苦労さまでした。 

   （散会 午後４時24分） 

 

 


